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モノハ成ルヘク使用セサルヲ可 トス

(3)錆 止「 ペイン ト」 金唇 (主 トシテ鐵鋼類)ノ 素地 ‐塗布シ防錆及

下塗用 トス

組成次表ノ如シ

[:1位 重量比

[-/./,tv-:4 y l-l

l.組 成

「 エナメルペイン ト」ハ油 性「ペイン ト」二於ヶル「ボイル」油二代 フ

ルニ「 ヮ‐ス」ヲ以ツテセルモノナ リ

ー例次表 ノ如シ

2. 性 質

「 エナメルペイント」ノ良 否ハ共「 ワニス」ノ良 否二依ルコト「ペイン

ト」‐
lF゛ ケル ト同様ナリ 光澤美麗、被膜堅硬ナルモ油性「ペイント」ヨ

リ靱性二於テ劣 り油分ノ多キモノハ附著力大、樹脂分ノ多キモノ程脆ク耐

久性ハ概シテ油性「ペイント」二劣ル 乾燥一般二早ク1時間前後ナリ

稀澤剤ハ「テレビン」油ヲ用フ

(4:)

スス‐  ‐~^  lrた ら

引〕 _二 看ツヽ

錆  ■1■

「 ペイン ト」

顔 )|(斗 乾  性  油 乾  煤  剤

夕) りII 生 (煮)亜Л;「 仁油

1    2

「 ドライ ヤ ー」

68    2

青  色

「 ェナメル
ペイン ト」

顔 米斗 乾   性   油

αi rl % 群 青 20% 「コーパルヮ‐ス」73.3%

大略次表 ノ如シ

種

屋 外 用

「 エナメルペイン

エ
‐
〕|'4 用

「 エナメルペイン ト」|

有 1 liI 要 用 途

屋

指同

一

外用 トシテ耐久性大

隅乾煤 8-10ん 、完全乾燥15-24ん
1屋  外  用

燒 付

「 ェナメル

ペイン ト」

低湿用
1100℃

ニテ].5ん 焼付
|

耐水性.耐油性 た 機械及
~E場

内部

器具、機械

自動車。車輛等

食動機氣策等

高 温 用

被膜弧靱

230°θ‐テ 3λ 焼 付

結   「F占      1塗 面米|[ト ナ リ反力、l・ フ『方ク焼付方

「 エナメルペイン ト」1法ハ締品「 ワ‐ス」二同シ
‐計 器 板 共 他

第 二 節  「ペイント」ノ塗装法
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容器ハ清浄セル朧類ヲ可 トス 刷 毛'ヽ 久同ノ如キ千刷毛フD又筋引キノ場

合ハ筋引筆ヲ用フ 箆ハ金箆。本箆プリ前者ハ「ペイント」ノ煉合、後者ハ

下地箆付ケ等二用フ

「ペイント」用刷毛 筋り1筆  金́ 1色  木 箆 「ワイヤープラシ」

塗料中二昨喚ぅ岡形物竿ノ混入セル場 合,ヽ 刻11ノ 如キ布、濾器等ヲ以テ濾

耐 久 性一
　

温

一　

載

一
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針
金

ク
の
き
劇徽
″
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珀
勾
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Ⅷ
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ロ
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油鍋及蓋ハ鋼製共他ハ亜鉛鍍 ,}ヽ 版ヲ可 トス
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塗  装  法
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ネ
ー
ー
人

仄．妙
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水
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浄
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地
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分等ヲ除去ス
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油分等ヲ除去ス
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＼ |
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目
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研
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中
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フ‐
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り要

錆止塗料フ塗布ス

素地フアli滑ナラシムル篤
~ド

j也塗米斗吹イオ|

或′)箆付ケス 素地 ノ状況及使用目的
二依 り 2～3同行フ 或ハ/1ヽ 然省略ス

十分乾燥後軒石J・蛇ハ耐水紙鑢ニテ水研

磨シ塗面ヲ千滑ナラシム

所要有色塗料ヲ ]～2回全布

要 スレハ lliヒ 「 パテ」 ニテ|:1所 ヲ瞑
i充

シ千滑ナ ラシム

400番程度 ノ耐水紙鑢 二石鹸水或ハ石

油ヲ付ケ
'1几

磨ス (省 lll行 スルコトア リ)

所要有色全料フ 2.v3同 塗布
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「ワツクス」ニテ研「″|!艶 IIlシ ス

(省略 スル コ トア リ)

目止剤ヲ箆付ケシ氣孔ヲ
瞑充シ材面ヲ2R滑ナラシ
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同 左

同・ 、 左

同 左

同 左

同 左

同 左

同 左

た

【備 考】

l・ 「サンドブラスト」

1司

砂b金な3粉.確子粉ヲ圧縮室氣ニテ金属二吹付

ケ表面ヲ清浄、研磨スル機械ナリ

材面ノ氣孔ブ煉合物ニテ坂充シ千滑ナラシ
・
ムヲ

云 フ

日止 メニ川 フル煉合物 ‐シテ既成品ア リ :或 ハ

鉛白及砥粉 ノ等分ヲ「 ゴール ドサィズ」 ニテ煉

△ シテ用 フ              ‐'

「 ラツカー」塗装法吹付機 ヲ云 フ  ・

(7)
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4.吹   付   ケ
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5. 軽      石 下地全料 フ研磨 スヘキ塗装用石ナ リ

6.「パ     テ」 下地 塗料 卜同 様 ニシテ混 合物 力細 微 ナルモ ノ

ナ リ

7.「 ′ヾ     フ」 電動研磨機ニシテ獣毛ヲ装著セル回板力同韓ス

8。 「 コンパ ウン ド」 研磨用煉合物ニシテ既成品アリ

9。 _「 ワ ツ ク ス」 艶出シ用煉合物ニシテ既成品アリ

筒卓‐塗布ヲロ的 トスル場合ハ素地清浄ぃ錆止メ、上塗ノエ程ニテ可ナリ

塗布二営 リテハナルヘク困難ナル簡所ヨリ初 メ各同ノ乾燥ハ十分ナラシム然

カラサレハ仕上ケ悪ク耐久性グシ         .

概シテ各季ハ附著困難乾燥二長時間フ要シ被覆カモ亦十分ナラス 故‐豫

メ乾燥剤ノ配合量ヲ適営二掛酌ス 塗抹 二際シテハ被塗材ヲ若千温メタル後

十分ノ注意ヲ以テ作業セサルヘカラス

費験ノ結果兵器色塗料ハ各季ハ夏季二比シテ同一面積ヲ塗抹スルニ約一倍

牛ノ塗料ヲ要ス 又氣温 -15°θ 以下二降レハ作業頗ル困難‐シテ己ムヲ得

サル場合ノ外作業セサルヲ可 トス

刷毛ハ使用後直‐「テレビン」油等ニテ洗ヒ置クヘシ 若数日間連続シテ

使用スル場合ニハ水中二浸シ置クモ可ナリ

「 ゴールドサイズ」ヲ稀米睾スル‐ハ「テレビン」油ヲ用フ

共他「ベイント」使用上ノ注意G曹駿
1斃気:轟 蓼′品)

10 調製「ペイント」ハ使用二先チ容器中二十分攪拌シテ均質ノモノトナ

ス コ ト

2。  開躍時調製「ペイント」ノ表面二硬化皮膜或ハ蕃シク憂色セル部分等

アル トキハ之等ヲ除去スルコト

3。 調製「ペイント」‐ハ所定ノ稀繹剤ノ外素 り‐他 ノ添加物ヲ混入セサ

ル コ ト

4.所要量二應シテ開朧シ使用残アル場合ハ確費二閉朧シ大氣ノ影響ヲ受

ケサル如ク保存スルヲ要ス之力篤ニハ朧ヲ密閉スルヲ可 トスルモー時的

(8)

ニハ「ボイル」油又ハ清水フ以テ「ペイント」ノ表面ヲ薄 ク覆 ヒ置 クモ

可ナ リ

5.使用中二塵埃共他爽雑物ノ著 シク混入セシ場合ニハ金網又ハ綿布等ニ

テ濾過シテ使用スルヲ可 トス

燒付及結晶「 エナメルペイン ト」塗装法

塗布セル物證ヲ燒付燿中二入レ高温度ヲ以テ硬化セシムル法ナ リ 自然乾

燥 二依ルモノニ比シ硬度張ク耐久カニ富ムモ作業複雑ナ リ 自ロチ下塗 ヨリ仕

上ケニ至ル迄各塗 居毎‐雄 中ニテ燒付ケ研 磨ス 然 シテ共 温 度ハ 80℃～

150°θぅ時間ハ 1時 1場牛焼付 クルモノトス 共他ハ前述「ペイン ト」‐準ス

第 二 章 「ワ _ :
/｀ 」

第 節  「ワニス」 ノ種類

「 ワ‐ス」ハ溶剤 ノ種類ニョリ次 ノ種類ア リ

l・  油性「 ワ‐ス」

2。 「セラツクワ‐ス」 (「 アル コールワ‐ス」)

第 款  油 性「 ワ _ 1
ノヽ 」

1. 組 成

天然或ハ人造樹脂ヲ乾性油 卜加熱煉合シ乾燥剤ヲ加へ仲展剤‐テ稀澤

セルモノナ リ

2。  性 質

一般‐透明ナル液状ニシテ含有セル溶剤 ノ揮歳 卜含有成分ノ酸化二依

リテ乾固 シ光澤美麗b被膜張靭、1耐水性大ナレ トモ乾燥遅 シ

3。 月j 途

大略次表ノ如シ

(9)



摘 要 用 途類

[= - ti lV V = 7,) ЙIIIう )オitミ
,多 シ 外部下塗、内部上塗用

「 ゴ ー ル ドサ イ ズ」 油分少シ Fttb~F地混合用

燒  付  「 ワ ‐ ス」 被 膜 弧 靱 小機本,文 っ器共類用

共他 ノ「 ヮ‐ス」

1。 「テレビン」油性「 ワ‐ス」 被膜弧靱ナレ ト乾燥遅 シ 露天金膊部等

二塗布ス

2。 結品「 ワ‐ス
,」 結品「 ワニス」ハ飛行機 用計型器ぅ,113員機及無 線器

材等精密機 |,メi器具 ノ塗装二應用セラルル焼付塗料ニシテ重合不十分ナル

桐油力燃焼生成「 ガス」中二
:Fゝ テ乾燥 スル際結晶様 ノ微 ヲ生スルコ トフ

利用シタルモノ‐シテ透明ナルモノト有色 ノモノトア リ 前考ハ下地 ノ

色又ハ模様 ヲ共儘現 シ後者ハ有色顔料デ透明結
`品

「 ワ‐ス」ヲ以テ煉合

シタルモノナ リ

第 二 款 「セラツクワニズ」

1・ 組 成

東印度地方ノ植物二寄生セル「 ラツク」最ナル昆最力植物へ分泌セル

モノヲ主鎧 トシ精製セル固形物 (「 セラツク」)ヲ「 アルコール」「 ヱー

テル」等二溶解セルモノナ リ カ‖熱又ハ常温 ニテ攪拌震盪シ溶解ス通常

_「 ラツク」 卜総ス

2。 性 質

光澤美麗、乾燥迅速黄褐色ニシテ取扱 ヒ簡易ナレ ト頗ル耐久性二乏シ
.

ク水.湯.薬品等‐ハ極メテ蒻シ

普通 ノ「 セラツクワ‐ス」ハ黄褐色ナレ トモ漂白セル白色「 ラツク」

ア リ                                  ・ ・

3。  月j 髭登

種

( 1())

主 トシテ本部ノ塗装二用フ

(航格第15琥抜率)

乾燥性「ワ‐ス」ノ種類‐依 り次ノ乾燥性ヲ有スルコトフ要ス

乾燥時間嘔暢警賢事
ル

)

7Fll「 ワ ‐ ス」 3時間乃巧124時間以内

種
類

摘  要 用  途  例

手 ニ

サル

セ ラツ クワ ‐ ス 10分
|‖l以 内

ル

「ワニス」ノ塗装法

ススr

矛 款  器   具

園l器共ハ大サ|卜「ペイント」二準スルモ刷毛ハ・:た固ノ如キモノヲ用フ

油性「ワ‐ス」用刷[   「アルコール」性「ワ‐ス」用刷毛

第 二 款 塗 装 法

油性「 ワニス」塗装法

大〕|卜次表 ノ如シ

工 手1

素 地 清 浄 「ペイン ト」二準 ス

「ペイン ト」二準 ス

ヽ
Ｊ

ヽ

′
ノ
ヽ

第 二.節

セ

方

メ(目 ' lL

( 11 )

法

サ

ス ル



夕青  止   メ

~ド

塗

研

「 ペイン ト」 二準 ス

「ペ ィン ト」 ‐準 ス

省略 スル コ トヲ得   __
「ペ イン ト」 二準 ス
省略 スル コ トフ得

り磐

上 塗 1～2回 塗 抹

磨 耐 水 紙 鑢 研 磨

」ュ 塗 2～ 31可 全 抹

研 ,2F 耐 水 紙 鑢 研 磨

術簡単二塗布スルニハ素地清浄後上塗スルモノトス

2. 結晶「 ワ‐ス」塗装法

刷毛又ハ「 スプレーガン」ヲ以テ均一二塗布シタル儘 lo～30分間常

温 二放置シー部 ノ稀繹剤ヲ揮嚢 シ去 ラシム 然ル後「 ガスコークス」木

炭竿ヲ燃燒シ共燃燒生成「 ガス」ヵ燎内部二侵入シ塗面二鯛ルル如 ク作

リタル燒中ニテ 50°～60℃ ニテ約 30分間燒著ヲ行 フ

リ折クスル トキハ美シク輝キタル結晶様模様ヲ生ス

次 ‐燃燒生成「 ガス」ヲ成ルヘク通 ササル様 ]00°～120°θ‐テ焼著ケ

塗面ヲー居硬化セシム

3。 「 セラツクワ‐ス」塗装法

作業工程大 )1各次表ノ如シ

主

研

シ フ
~

木    材

清
浄
メ

素
地
目
止

「ペイン ト」二準ス

「ペイン ト」二準ス

研
磨

0番程度 ノ紙鑢 ニテ軽 ク研ナ′」

「セ ラツクワ‐ス」敷 1呵 昴」・[塗

00番程度ノ紙鑢ニテ軽ク研磨

_L
塗

上
敷 同 刷 毛 塗

( 121 )

研
前 同 同 様

フご
り1絹布或ハサラシ布二腕脂締ヲ包 ミ塗料ヲ合マセ回形ヲ描キツツ軽

ン招 ク塗布シ最後 二直線二塗布スヘシ

艶
出

角粉 (ツ ノコ)ヲ 指先キ或ハ軟カキ紙等二付ケ軽ク研磨艶出シフ
イ〒フ

岱簡単二塗布スルニハ素地清浄後直チニ「アルコール」性「ワニス」フ

塗布スルモノトス 稀畔剤ハ「アルコール」フ用フ 本塗料ノ瀑氣二連フ

トキハ白化スルフ以テ周囲ノ乾燥状態二十分考慮ヲ抑フヘシ 共他「ペイ

ント」二準ス

第 二 章 「 ラ ソ` カ

「 ラツカー」ハ確化綿ヲ主成分 トシ共耐久性前述 ノ「 ペィン ト」「ワ‐ス」

フ逢二凌キ作業極 メテ迅速ナ リ 今 ロノ諸種 11業 二
liト テ「 ラツカー」ノ用途

廣汎 トナ リ塗料 トシテ重要地位ヲ占ムルニ至レリ

“

f
,4′ 節  「 ラソ`カー」ノ性質、種類、用ii塞

糸1  ルt

「 ラツカー」ハ次表 ノ如キ組成ノモノナ リ

要 混 合 量 (%)

シ

摘料ルi「
1,

備
樹
可
顔
溶

綿
脂
剤
料
剤
剤

化

〃1
不打褒物ニシテ塗膜ノ成分 2 0～4 5

事I:了登クトニシテi容子1年 ノイ賀ブナス 55～80

(1)備化綿 白色ナル繊維ノ結合物ニシテ木材、木綿等ノ主成分ナル繊

維素ヲ確酸 卜結合シ製セラレタルモノナリ

(2)樹  1旨 「ワ‐ス」二於ケル ト同様ナリ

(13)

ト



川

反 射 防 止 用

金嬌二塗布シ防腐、防錯用 |ヽ ス

種 斉ri
」嬰 途

一
―――
」

ツ

各

「 ラ

金 嬌

舟支   月]

透:泊「 ラツカー」 透 明 仕 上 用

摘

彩

・Ｊ
色
カ

塗面光 7:1:ナ キ様製シア リ

入 セ ス

艶渾軒 ラツカー」

「 メ タ フレ フ
ツ  カ  `―

顔 料 混

各 種 顔 料 混 入

(3)可塑刺 硝化綿ノミノ被膜ニテハ確子ノ如ク「パリパリ」ナリ 依

テ之二弾力性ヲ興へ伸縮二耐フ如クセシムル役ロヲ有ス 自,チ ]甲 力附

典剤ナ リ

(4)顔 料 染料ヲモ用ヒ「ペイント」二於ケル ト同様ナリ

(5)i容 剤 「アセ トン」.耐:酸。「エーテル」。「アルコール」。「ベンゾ

'一 ル」竿 ヨリ成り各種原料ヲ溶解混和ノ役ヲナス

(6)稀伴剤 1樹脂ノ溶解ヲ助クルロ的アルモ主 トシテ溶剤 ノ価格ヲ低下

セ シ ム

2.性 質

「 ラツカー」ハ在末ノ塗料ノ欲鮎ヲ痛 感シ研究創製セラレタルモノナ

レハ共性質極メテ良好‐シテ乾燥及作業迅速、l耐水、耐湯、1耐酸 DI耐「ア

ルコ,― ル上 耐 油性二富 ミ光澤優雅、不粘著性ぅ被膜弧靱ナリ 筒漆ヲ

除キテ他ノ何レノ塗料二於ケルモ同様ナルカ大氣中ノ瀑氣ヲ嫌フモノ‐

シテ未乾燥塗面ノ燥氣二遭フトキハ白化ス 又共組成二見ル如ク備化綿

ハ人葉ノ原料 トナリ溶剤っ稀澤剤ハ何レモ引人性大ナル篤「 ラツカ‐」

ニハ人氣厳禁ナ リ

8。 種類用途

大略次表ノ如シ

「 ラツカー」用共他 ノ塗料

大略次表 ノ如シ

( 14: ) (15)

“
性 姿l'1

上塗 料々 ノ素地 二附著 スヘキ足場 ヲツ
クルモノナ リ 自ロチ連絡剤ナ リ

「 ラツカー」性、油性 ノニ種ア リ

要   用 途

素 地 塗 布 用

下  地  剤
「 プ ライマ ー」

「 ′く

f w l, - ,i -J

テ

素地 ノ凹所ヲ
箆ニテ塗布ス

111メ 千 址 ナ ラシ ム ニ用 フ

「 ラツカー」性、油性 ノ 下  地  剤
二種ア リ

下地塗装完成用ナ リ
下 地 完 成 剤

「 ラツカー」性油性 ノニ種.ア リ

無 色 透 明 液 冊 稀  粋  剤

「 シンナー」ノ安 |!1ナ ル粗品 洗  族  月j

「 ラツカー」ヲ侵ス性質ヲ有ス 子U 離  剤

【備 考】 _L大中油性塗料ハナルヘク1耐「 ラツカー」性ナル組成ノモノナ リ

第 二1節  「 ラツカー」塗装法

スタr
グ〕 款  器   具

器共類ハ「ペ イン ト」二準ス 省塗料吹付機 二依 り塗布ス共装置次岡ノ如シ

―
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本装置ハ機ノ使用目的二依 り大小アリ 次国ハ共一例ヲ示セルモノトス

「 スプレーガン」ノ細部次 ノ如 シ

2<

8 ‐・′0

次固二於テ8ノ 引徴ヲ引クト7及 5ハ後方二移動ス7カ 後方二引カレル ト

キハ後ノ管ノ本氣ヵ導ヵレ1ノ 孔ョリクis氣 力噴出サル ー方5ヵ 引カルルコ

トニ依 リテ6ヨ リ導カレタル塗料力同シク]ノ 孔ヨリ押出サレ用園ノ昼縮室

氣二吹キ付ケラレテ噴霧状 トナリテ回錐形二放射サル

「 スプレーガン」ロノ案氣ノ出ル孔ハ中央出ljチ塗料孔ノ周園 卜上下2簡 トノ

3簡所アレ共外用ハ同博スル如ク作 ラレ此上下ノ室氣孔ノ位置ヲ憂スルコト

( 161 )

3

ヲ得 自ロチ斜ニシタル トキハ次固 (イ )ノ 如ク塞氣ハ中央孔ョリノミ噴出サレ

水千二シタル場合ニハ 3箇所ョリ‖り1出 サレテ塗料ハ (ハ)ノ 如ク縦二扁千二噴

出サレ直立‐シタル場合ニハ水千二(口 )ノ 如ク噴射セラレテ恰モ刷毛ニテ塗

ル場合 卜同様ナル要領 ニテ使用スルコトフ得

(イ ゝ

tフ )

t・ |″

( 17 )
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本機ヲ屋内‐テ使用スル トキハ噴霧甚シク飛散シテ奥氣烈シク衛生上有害

又他ノ作業ノ防害 トナリ引人セハ爆破シ大事二至ル依テ前ロノ如キ排氣装置

アル吹付室及「マスク」ヲ用フルフ可 トス

第 二 款 塗 装 法

刷毛塗及吹付塗 ノニ法アリ 刷毛塗ハ刷毛塗用「 ラツカー」ヲ用ヒ「ペイ

ント」二準ス 吹付塗ニアリテハ大略次表ノ如シ

「ペイン ト」二準ス 同 左

「 ペ イン ト」 二準 ス

「ペイン ト」二準 ス

「ペイン ト」二準 ス 或 ′ヽ「 プライマ
ー」「パテ」「サーフエーサー」ノ順 ニ

塗布シ下地ヲツクル

「ペイン ト」二準ス

「ベイン ト」二準 ス

「ペイン ト」二準ス

「ベイン ト」二準 ス

「ベイン ト」二準 ス

「ペイン ト」二準ス

「 ラツヵ―ポ リツシユ」「 ヮツクス」等
ニア艶 lllシ ス 後「 バフ」ヲカケル

´
´ ´

´ ´ ‐

同 左

同 左

同 方

同

同

同

同

同

左

左

左

左

左

筒簡単‐塗布スル場合ニハ素地清浄.錯止、上吹キ (上塗)ト ス 本塗料

モ亦爆氣二遭ヘハ白化 ス 周園ノ乾燥状簾 十分考慮フ排 フヘシ 稀澤剤ハ

「 シンナー」ヲ用 フ

金 木 材|ヨ↓

止
一
下

塗
∴
研
磨
け

火
一レ
ｔ

一研
磨
計

火
一

一
　

　

　

・

　

一
　

　

　

Ｌ

　

Ｉ

一
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一
　

．

―

一

僣F

磨

艶 シ

出

地 浄
メ目

.lL

( 18 )

第 四 章 「 ド プ」

第 節  「
‐
ド プ」

「 ドープ」ハ飛行 機 ノタ4布 二塗 布シテ室氣 ノ摩擦 ‐依ル抵抗カヲ減 スル ト

共ニロ光.「ミIJ露 .―大氣等 ノ翡布二及ス侵蝕フ防キ機箕二封 シ耐久性ヲ増大セ

シムルフロ的 トスル塗料ナ リ

1.組 成

各種『 ドープ」ノ主要成分ハ・:た表 ノ如シ

しムT;`鬱℃厖 1可
塑剤1摘 要

明「 ドープ

「アセチルセル
ロース」ヲi容齊1

二溶解セルモノ
ニシテ透明若ハ

牛透明ナルコト
フ要 ス

色「 ドープ 8 1)人  _L F] 同 同

「アセチルセル
ロース」塗料ヲ
主催 卜篤シ重量
百分敷ニテ顔料
ノ種類 二應シ6

%以下ノ顔料ヲ
適宜混和シ所望
ノ色彩ヲ附典セ
ルモノトス

「 ドープ 11 -・  13 同 同 1可
明 ドープ」

シ

2 性 質

「 ドープ」ノ性質ハ共成分ヲ異ニスルノミ‐シテ「 ラツカー」ノ性質 ト

略 こ同様ナリ 本塗料ハ翡布b金腸ぅ木材二封シ無害ニシテ被膜張靱ナ

リ「 ドープ」ヲ塗布セル″布ハ之ヲニツニ折畳ムモ折ロニ亀裂ヲ生セ

ス耐水、湯.油性大ニシテ 150°θノ高温二i耐 フ 乾燥時間迅速ナリ

種類用途

( 19 )

以 下以、
~下

「
‐
1

鶴

＼

以上
|

差I:   男リ ロース」%|ン 」

|

以 上
|

|

|

|

|

セ ル ‐ヒ



「 ドープ」ノ種類ハ共色相及用途二依 り次表ノ如クE分ス

種 );ll

友 緑 色 「 ド ー プ」

有 楼 黄 色

赤   色

色
II`!^ 亀

維   色

濃 縦 色「
ド

青 藍 色
プ

」

菫 緑 色

青 緑 色   ′′

緑 褐 色   ′′

濃 緑 褐 色

黒 藍 色

透: 明 「 ド プ 」

接  著  「 ド プ」

「 ド プ」 稀 繹 液

第 二 節  「 ドープ」隔離塗料

本塗料ハ白色不透明‐シテ刷毛ヲ以テ 1回塗抹スルコトニ依 り下部 ノ塗面

ヲ完全二被覆シ共乾燥面ハ堅硬千滑‐シテ且光澤少ナク8時間以内二彊靱乾

燥シ飛行機用金闘塗料「セラツクフニス」「 エナメルペイント」等ノ塗装面

ヲ浸蝕スルコトナク且軽合金笏布等二封シ有害ナル性質ヲ有をサルモノナ リ

又「セラツクヮ‐ス」敷同塗装ノ木板上二1同塗布シ8時間後列る布ヲ之ニ

密著縫附シ共上‐透明「 ドープ」ヲ4同塗布スルモ笏布面二斑黙等ヲ生セス

( 2())

用   途   例

翼 胴 機 上 塗 用

同 上

み聾 識 用

同 上

迷 彩 用

1司 上

同 上

同 上

同 上

同 上

1司 上

同 上

下 塗 ナ:|」

接 著 用

稀 澤

本塗料ハ主 トシテ列刀布 ノ下面二接著 スル金馬又ハ木材 ノ塗装面上二塗抹 シ

「 ドープ」ノ溶齊l二 依 り塗装面ノ浸蝕溶解ヲ防止スルニ用 フルモノトス

「 ドープ」塗装法

第 款  器   具

容器ハ「ペイント」届I!毛 ハ「 ワ‐ス」二1準 ス

刷毛及容器ハ之ヲー度使用シタル トキハ必ス「 アセ トン」或ハ共代用

剤等ノ洗 71条液‐浸漬シテ十分洗71条 シ置 クヲ要ス 殊二有色「 ドープ」ニ

用ヒタルモノハ洗 71条液二浸漬i容チ
`準

セシムルカ又ハ有色「 ドープ」専用ニ

定ムルフ可 トス

塗料ハi黒気ヲ含ム場合ハ自色,L状 ノ斑黙ヲ呈スルコトア リ 故‐塗抹

二使用スル容器ハ豫 メ11乞 燥 シ水分ヲ除去シ置 クヲ要 ス

吹付装置ハ「 ラツカー」二同シ

″
樹
ト

一
■

■

一

第

4

第 二 款 塗 装 法

].準 備

(α )「 ドープ」ハ被膜ノ形成上温 度 卜温度 トノ密接ナル開係二在ルヲ以

テ作業‐際シテハ特二此黙二留意スルヲ要ス 而シテ温度ハ 20°σ瀑

度ハ 60～70%ヲ適営 トス 「 ドープ」塗装作業ハi黒度及温度フ調節

シ得ル室‐テ行フヲ原則 トス

(ろ )「 ドープ」ノ乾 燥急激‐失スル トキモ亦良好ナル被 膜ヲ形成セサル

カ故‐塗装作業ハ太陽ノ直射下又ハ通風甚シキ場所‐
liト テ行 フヘヵラ

ス

(θ )塗料ハ濃度適営ナルモノフ使用スヘシ 濃棚二過クル トキ又燥氣ヲ

合ムトキハ白色つL状 ノ斑黙ヲ呈スルコトアリ

( 121 )



(α )列Z布 ハ適 営二・乾 燥 シ置クコト肝 要ナ リ 要 スレハ塗装作〕lt開始前

20℃ 以上 ノ室内‐テ 1時間以上乾煤セシムヘシ

2.塗装貴施

刀る布二「 ドープ」塗ヲ行 フニハ箕ヲ墓上二成ルヘク水千二配置シ通常

二名ノ作業 手ブ以テ箕 ノ前後縁 ヨリ協同シテ質施 ス 塗布ハー側 ヨリ開

始シ順序正シク行 ヒ残:部 ヲ生セサルフ要 ス

第一 刷毛 ノ使 ヒ方

刷 毛ノ運行ハ軽快 ニシテ成ルヘク返 シ刷毛ヲ使用セサルフ可 トス

第一回ノ塗布二際 シテハ「 ドープ」ヲ刀刀布二良 ク密著セシムル篤軽 ク

歴下 シツツ行 フヘシ 又有色「 ドープ」二在 リテハー居刷毛ノ運行ヲ

軽快 ニスルヲ要 ス 否サレハ均等ナル皮膜ヲ得ルコト困難ナ リ

第二 「 ドープ」ノ塗布量及同敷

塗 布 スヘキ「 ドープ」量ハ翡 布 l千 方米二封 シテ 1。 3砒 トシ透 明

「 ド…プ」700瓦 ヲT塗 トシ之ヲ 3同 ‐分チ有色「 ドープ」600瓦・フ

上塗 トシ 2～ 3同 ‐分 チテ作業 スルフ通常 トス

「 ドープ」ハ 1同 ‐多量ヲ塗布シ或ハ塗布同数ヲ綸加スルモ結果良

好ナラス 5～ 6同 ヲ適営 トス

第三 塗布ノ間隔

次同「 ドープ」 ノ塗布ハ十分乾燥 スルヲ待チテ行 ヒ少クモ 1時間ヲ

経過スルフ可 トス 又有色「 ドープ」ノ塗布二常 リテハ少クモ 12時

間ヲ1経過セシムルヲ可 トス

第四 「 ドープ」塗布二営 リテ注意スヘキ事項

(1)「 ドープ」ヲ容器‐取ル トキハ「 ドープ」罐 ヲ十分攪拌スルコ ト必

要ナ リ 特 二有色「 ドープ」ノ使用二於テ然 リトス

(2)「 ドープ」塗 布面ヲ千滑二仕上 クル篤ニハ有 色「 ドープ」塗布前

‐極 メテ細微ナル紙鑢 ヲ用ヒテ表面ヲ軽 ク研磨スルコ トフ得

(3)「 ドープ」塗布‐方 リテハ過 度二摩 擦 スルコ トハ避 クルフ要 ス

( 22 )

Ⅲ
ＩＩＩＩＩ
肺
Ⅷ
Ⅷ

( 23 )

殊二乾燥 ヲ始 メタル部分ヲ筒摩擦 スル トキハ皮膜 ノ形成ヲ害 ス 又第

1回 ノ塗布二於テ摩擦 シ過 クル トキハ名布 ノ織 ロノ部分二疵ヲ生セ

シムルコ トアルフリ、テ7主意ヲ要ス

(4)「 ドープ」ハ引人シ易キヲ以テ特‐人氣二注意スルヲ要ス

(5)金属又ハ合板ハ「 ドープ」二侵サルルヲ以テ荷造紙 ヲ貼 り又ハ豫

メ「 ドープ」隔離塗料ヲ1施 シ置 クモノトス

但合板二笏布ヲ貼 リタルモノハ下塗ヲ要セス

(6)「 ドープ」塗完了後ハ翡布 ノ乾燥競緊 張度、均等 適営ニシテ塗料

ノ乾燥牧縮ノ篤骨組二轡曲ヲ生セシメサルコ ト肝要ナ リ

第 三 款 「テ ブ」 ノ接 著

「テープ」フ接著スルニハ共部位二接著「 ドープ」又ハ透 明「 ドープ」ヲ

塗抹シテ「テープ」フ置キ手ニテ十分張付縫絲ノ部二氣泡ヲ残ササル如クシ

次二刷毛ヲ左右‐使用シテ歴著シツツ塗布ス 「テープ」ノ接 著ハ最モ確貴

ナルヲ要スルモ特二周縁ノ「毛バ」ヲ完全二接著セシムルコトニ注意ヲ要ス

飛行機ノ抵抗ヲ減少スルタメ以上ノ塗装法フ更二入念‐シ研酔スル千滑塗

装法アリ 之二開シテハ未夕規定ナシ



第 四 節  翼 刀列布 ノ手 入 法

1.11常手人‐ハ水雑巾ヲ以テ拭｀
7争 スルモノトス

若油氣煤煙等‐テ汚 レ居ル場合ニハ石鹸水ニテ洗浄シ能 ク乾キタル後

布片ヲ以テ拭
｀
7争 スルモノトス

(ィ )煤煙 ノ燒著キタルモノヲ除去スル篤ニハ石鹸水 (30°θ位 ノ温度フ附

典スルモ差支ヘナシ)

揮破油、洗油等ヲ使用シ「ベ ンゾール」及「ベ ンゾール」 卜揮嚢油

トノ混油ハ避 クルヲ要ス

2.飛行機 ノ使用状態等‐依 り異ナルモ塗料皮膜ハ概 ネー簡年毎二皮膜甦

生手入ヲ篤スヲ要ス

共方法次 ノ如シ

水、石鹸水ヲ以テ拭浄 シ能 ク乾燥シタル後「ベ ンデールアルコール」

ヲ柔軟ナル布片二浸シ軽 ク皮膜ブ潤 スモノトス

〔誌〕

(イ )塗料皮膜 力長期使用シタル結果老妻 シタル場合二於テハ「ベ ンデー

ルアルコール」ヲ以テ潤ヲ典 フレハ皮膜ノ喝ヲ警 スルモノトス

此際一時皮膜II!k化 スルモ約一蓋夜後 ニハ再 ヒ凝岡スルヲ以テ飛行機

ノ使用差支ナシ

3.皮膜二範裂、崩壊、地色等 ノ徴 |1夷 ヲ認 メタル トキハ直二補修塗ヲ篤ス

フ要ス

共方法ハ次 ノ女「lシ

水、石鹸水‐テ能 ク拭浄 シタル後補修塗ヲ行 フモノトス

補修塗ハ通常一回ニテ可ナ ラン イ■下塗 ヨリ剥離 シアル如キ部分ハ逐

次二塗装スルモノトス

(24ヽ

第 五 章  飛 行 機 用 金 属 塗 料

第 節  塗   料

第 款  飛行機用金嬌下塗々料

本塗料ハ下塗二用フヘキ友藍色ノモノ‐シテ被覆力密薯性本ニシテ各居毎

二常温ニテ1時間以内二指隅乾燥シ4時間以内二完全乾燥ス 刷毛又ハ「ス

プレー」ニテ容易二塗抹シ得

飛行機用金属中塗 料々

本塗料ハ主 トシテ塗 装仕上面ヲ特 二十 滑ナラシムル篤前節下塗 料々 又ハ

「パテ」付面上二塗抹スヘキ淡育色 ノモノ‐シテ光澤少ク充唄性肉持チ及密

著性良好 ニシテ且研磨容易ナ リ 各塗層毎‐常温ニテ 40分以内二次同塗抹

ヲ行 ヒ得 3時間以内二耐水紙鑢 ニテ研磨シ得 薄メ液 フ添加スルコ トニ依

り刷毛又ハ「 スプレー」ニテ塗抹シ得

飛行機用金嬌上塗々料

本塗料ハ上塗有色塗料ニシテ各塗暦毎二2時間以内二指鯛乾燥 シ6時間以

内二完全乾燥 ス

本塗料 ノ友緑色ハー般 ノ飛行機 骰々 二椅黄 fri'ヽ 練習機々機 ノ上塗用ニシテ

別一迷彩用、標識用 トシテ12種 ノ色相ア リテlll」 毛又ハ「 スプレー」ニテ容易ニ

塗抹 スルコ トヲ得

第 二 款

わ
人

当
ポ

ｒ

一

一
二

第

(25)



麟

第 1几1款  飛行機用金たj透 明塗料

第 ゴニ款  飛行機用金属塗料薄メ液

第 六 款  飛行機塗料用「パテ」

本「パテ」ハ 11ト シテ飛行機 ノ塗装仕上面ヲ特 二千滑ナラシムル篤鋲著部

共他ノ凹所二充瞑 スルニ用 フ 常時均等ノ粘棚状 ヲ呈シ充瞑ゝ展付等 ノ箆付

作業容易ニシテ金局及人機 二無害 トス 充瞑性、肉持 チ及密著性良好 ニシテ

且噸 易ナルコ トノ要ス

「パテ」ハ用途:二 依 リス ノ2種二li分 ス

第一種 普通 ノ凹所二充坂、展付又ハ第二種展付面上二仕上用 トシテ使

用スル緻密ナルモノ‐シテ銀色又ハ淡鼠色ナ リ

( 26 )

第二種 柏 ミ多量二充瞑、展付フ要スル部分‐使用スルモノニシテ織維

質ヲ含有シ軽量‐シテ肉府少キモノニシテ淡緑色 トス

乾燥ハ4時間以内‐テ研″

'シ

得 又飛行機用金鵬塗料薄メ液ニテ濃度フ適

常低下シ得

第 二1節  飛行機用金属塗料及「パ

テ」塗 装 法

胴骰、箕柱等‐シテ外界二露出シ特 ニコli滑 フ要スル部位ニハ次 ノェ程 二依

り手滑塗装法ヲ行 フ

金 腱

「ペイント」二準ス

「デユラルミン」ハ多クノ場合「 トキオール」ヲ塗布シアルヲ以

テ「アルコール」10乃至 30%「ベ ンゾール」90～70%ノ 混合

液ヲ以テ洗71条除去ス

吹付機(又 ハ刷毛)ニ テ飛行機用金脇下塗 料々ヲl同乃至2同塗布ス

鋲著部 及其他 ノ凹部 ニハ飛行機塗料用「 パテ」ヲ 2回乃至 3同箆

付 ケス

耐水紙鑢 ニテ水研磨ス

吹付機(又 ハ刷毛 )ニ テ飛行機用金鵬中塗 料々 ヲl同乃至2同塗布ス

々機騰

素

地

清

浄

下
塗

「
パ
テ
」
研
磨

・中
塗

一　

　

　

一

磨
上
塗

耐水紙鑢 ニテ水研磨ス

吹付機(又 ′ヽ刷毛 )ニ テ飛行機用金屁上塗 料々ヲ2同 乃至3回塗布ス

〃F
要 スレハ「ベイン ト」同様 二仕上研磨ヲ行 フ

作業‐開スル注意事項

1・ 塗装部中亀裂ヲ生スル虞アル部イ)"ニ ハ前表「パテ」付作業ノ前後二於

テ「パテ」叉ハ金属下塗 料々フ以テ布類フ貼布スルコトフ得

(27)

本塗料ハ主 トシテ金鵬下塗用‐シテ次ノニ種アリ

1・ 第一種 著色セサルモノ

2。 第二種 淡青著色セルモノ

但シ第一種ハ使用‐方 り所定ノ著色剤ヲ重量ニテ 10%混シ第二種 ト

篤スコ トヲ得

性質ハ前述塗料 卜同様 ‐シテ指鯛乾燥 1時間以内完全乾牒 4時間以内 トス

然シテ刷毛又ハ「 スプレー」ニテ容易二塗抹スルコトフ得

本塗料ハ前逃 ノ各種金膊塗料 ノ薄メニ用 フヘキ無色透明ノ液ナ リ

各 種金膊塗料及本塗 料ハ揮壺 性二富 ミ巳ツ引火性大ナルフ以テ人氣 厳禁

ナ リ



2・ 特‐夏季‐
:i゛ テ汗ノ金属部二附著スルフ避ケ手垢ノ痕跡ヲ浅置スヘカ

ラス 巳llチ 防錆ノ篤手フ直接鯛レサル様手套ヲ用フヘシ

3.本塗料ノ揮嚢性引人性。保存等其他総テ「 ラツカー」 卜同様二取扱 フ

モ ノ トス

金属製「プロペラ」塗装法

.女 .111_/金 馬製 分離 式「プロペラ」仮誘明書ヽ′
!夕牡俸 航ヽ格第 252琥軽合金「プロペラ」参照ノ

1.「プロペラ」ハ長時間使用セル場 合翼前縁ハ砂礫又ハ雨等ノ,3メ ,1:璽 損

シテ粗面 トナル 損傷軽微ナル場合ハ細目布鑢又ハ紙鑢ヲ以テ現在ノ曲

面二
11,tヒ 面ヲ千滑ナラシムヘシ

2。 肉111ヲ 以テ嚢見シ難キ籠裂又ハ損傷ハ箕職フ清浄シ後倍卒四倍ノ接大

鏡フ用ヒ又ハ腐蝕法二依 り槍査スルモノ‐シテ本「プロペラ」ハ使用|!1比

ネ 100時間毎‐本検査法二餃り細密粘検フナスヲ要ス 共ノ方法次ノ如

シ

(イ )清 浄

先ツ「プロペラ」ヲ分解シ次 二示 ス塗装洗料溶チ:準剤ヲ以テ塗料フ除

去シ全表面ヲ布片フ以テ清拭 ス 塗料 ノ除去二際シテハ必ス毛製刷毛

若ハ布片ヲ用ヒ針金製刷毛叉ハ「 スクレツパー」等ノ金腸製 ノモノフ

使用スヘカラス

i容 角準 齊](次 ノ何 レカニ依ルモノトス)

「ベ ン ゾ ー ル」 10～ 30%

「ベ ン ゾー ル」 10- S0 %

「ベ ン ゾー ル」 10～ 30%

留

ト

一
二

二

一

第

主 夜 混
/ゝ

tイ又

90～ 70% f t tv = - ry)

90～ 70%

90～ 70%

90～ 70%

「 メ チ

ト

ル ●Iア

ン」セ

[l 7 sv"a 7
JL_:J_} 1)__「ベ ン ゾー ル」

( 28 )

10～ 30%

( 29 ).

(口 )移針 型里

倍卒四倍ノ抜大銃ヲ用ヒ詳細二槍査シ又ハ次二示ス腐蝕法二依 り検

イヽ.ス ルニ●ノ トス

腐 蝕 液

い )腐 蝕 検 査

腐蝕液 二皮膚

フ損 セ サ ル 様

タ

17Z(1,000ク )

100～ 200′

酸

11虻

水 l Zι (1,000′ )

200′

「ゴ ム」製手套ヲ用フルフ可 トス 苛性曹達及確酸ノ溶液|ヲ 入ルル容

器′ヽ「ガラス」又ハ陶器ル モノフ用フ次国ノ如キ木製作業墓、腐雀虫

1液塗布及7]ゝ洗棒ヲ用フ          腐蝕液塗布及水洗棒

木製腐蝕作業壷             黎 球 η

#J too

角ぎこ＼′フf
rk 

^ 
E:l

静,3。θ

曹

水
業
ト

■

「
１・

苛 性 曹 達

i容   液

稽

溶 二 :業

箕膿ハ次国ノ如ク位置セシメ簡単ナル水洗ヲナシタル後苛性曹達溶

液ヲ十分合マシメタル塗布棒フ以テ先ツ箕骰全面二軽ク溶液ヲ塗布シ

仝 面カー様二薄 黒二至ル迄塗布作業ヲ縫綾スルモノトス 但シ「ボ

ス」糸::i合部ニハ塗布セサルモノトス

箕 機 托 架 法



1瞬 クシテ ]0～ 15分‖|1放 置シ企表面一様 二黒色 トナルヲ待 チテ適営

ノガ法二依 り十分水洗ス

水洗作業前皇下面二 Fコ ツク」ヨリ流出セル苛性曹達溶 i′薫ハ之ヲ蓄

積シテ再使用ス

水洗修 レハ硝酸溶液ヲ合マシメタル塗布棒ヲ以テ冥全表面フ拭掃ス

然ル トキハ黒色居ハ容易‐拭ヒ去 ラレ自色化ス 企表面白色化セハ水

洗棒ニテ十分水洗ヲ篤ス 此水洗ハ丁寧二貴施シ箕股表面二酸分ヲ残

留セシメサルフ要ス 又此場合 70～ 80°θ ノ温湯‐テ貴施セハ数果一

暦大ナ リ

腐蝕作業維レハ箕骰表面フ倍卒四倍以上ノ接大鏡ヲ以テ詳細二検査

ス、亀裂又ハ損傷箇所ハ苛性曹達i容液塗布二依 り黒色居フ損傷簡所又

ハ亀裂内二止ムルヲ以テ容易二之ヲ牛1別 シ得 ラルヘシ 細f:災 ナル毛状

亀裂 卜雖瑕疵フ生シタル「プロペラ」ハ絶封二使用スヘカラス

(二 )‐ 塗 装

使用上差支ナキ ト認メタルモノハ箕ノ操縦者側面 (付根部ヲ除ク)

雄共反封面ノ次国‐示ス塗装部位ニハ飛行機用金屁塗料下塗 料々フ塗

布シ其乾燥後更二濃暗71色飛行機用金属上塗 料々ヲ塗布スルモノトス

前記諸塗料ノ塗布量′、],22二 付乾燥被膜ニテ下塗 料々ハ 20ク 上塗々

料ハ 35ク ヲ残ス如ク1回 乃至 2回 二分チ塗布スルフ標準 トス

要スレハ塗装後軒石粉b共他二依り艶浦作業ヲ行ヒ又塗料ノ附著ヲ

確賞ナラシムル霜メ塗装作業前細目紙鑢、等‐テ塗布面ヲ粗孫ナラシ′、

ルコトフ得

(金局 分離式「プロペラ」4限説明書ニハ金腸「 プロペラ」用塗料ヲ

5同塗布スル如ク記載シアルモ本説明書ハ飛行機用金嬌上塗 料々決定

以前ノモノニ付軽合金「プロペラ」規格‐依ルヲ可 トセム)

但シ「プロペラ」ハ塗装前イ限組立ヲナシ共千衡フ「プロペラ」釣今

試験機二依 り測定シ塗装塗料ノ量ヲ決定シ置クフ要ス 又塗装後ハ必

( 30 )

フヽ
1手度―′li衡 度ヲWi検 スルフ要ス

変家″在

50

“

r
二′4フ 章  被包式「プロペラ」用塗料

第 節  塗   料

本塗料ハ共色相及用途二依 り次ノニ種二分ツ

〔1〕 下 塗 透 明 塗 料

〔2〕 上 塗 透 明 塗 料

被包式「プロペラ」塗装二用フ

本塗料ハ繊維素系統ノモノニシテ金属、木材、名布,膠等ヲ浸スコトナク

被膜張靱.1耐久性二富 ミ密著力大ナリ 刷毛又ハ「スプレー」ニテ容易二塗

抹スルコトフ得 20°θ 乃至 30で ノ室内二於テ塗布後 30分以内二指鱗乾燥

シ5時間以内二完全乾燥ス

【備考】 薔中塗透明塗料ヲ新上塗透明塗料 トシゝ奮上塗有色塗料ハ之レ

ヲ慶シ有色「 ドープ」ヲ用フル如ク改正セラレタルモノナリ

木 製「プロペラ」(被 包

式)修 理 要 領

/昭和 10年 2月 被包式乙型「プロペ ラ」修理要領及ヽ
＼航 格 第 270枕 木製「プロペラ」(被包式 )参照ノ

第 一 款 構 造 ノ 概 要

木製「プロペラ」(被包式)ハ本材甲、乙.丙規定中ノ指定材ヲ以テ

( 31 )

ハ

第 二 節



(`1)金網及被包塗装ハ前各項二準ス

5.被膜11多理上ノ注意事項

(α )被膜ノ局部的加修‐営 リテハ奮被膜 卜加修被膜 トカ密著良好ニシテ

完全ニー腱 トナルコトヲ要スルフ以テ加修前十分二揮嚢油‐テ洗71条
ス

ルヲ要ス 更二修理箇所ヲ鑢叉ハ紙鑢ニテ磨キ下シタル後汚垢ヲ除キ

「アセ トン」ヲ以テ拭浄シ塗抹準備フナスモノトス

(ろ )中塗 料々ハ引人シ易キヲ以テ作業中絶封二人氣ヲ避クルヲ要ス 又

自斑ヲ生シ易キヲ以テ雨天又ハ淋度大ナル日ハ特別ノ設411青
ナキ限 り加

エヲ避 クヘシ

(θ )塗料 ノ乾燥二件ヒ共表面二白斑ヲ呈スルコトアリ 此場合ハ布片ニ

「アセ トン」液ヲ浸シタルモノヲ以テ軽ク表 面ヲ拭 ヒ白斑ヲ除去シタ

ル後‐:た回ノ刷毛塗作業ヲ費施スヘシ

(α )塗料フ稀澤スル必要アル場合ハ適営量ノ被包式用薄メ液ヲ使用ス¥

モ ノ トス

6.前縁保護金具ノ修理

(α )損傷力前縁保護金共及共下部 ノ本部二及フモノハ之ヲ除去シテ修理

スル ヲ要 ス

(ろ )保護金共 二用ヒタル格陀銀ハナルヘク電気盤陀銀 (止ムフ得サレハ

人氣‐注意シツツ普通銀ニテモ可)ニ テ熔融セシメテ鋲又ハ木「 ネヂ」

ヲ抜キ取 り保護金具ヲ除去シテ貼検 シ木部 ノ損傷セルモノハ加修ス

(6)鋲 及本「 ネヂ」孔ハ中央軸部 二相営スル孔ハ木栓ヲ以テ埋木シ皿部

ハ中塗 料々 二適営 ノ大サノ鋸居類 ノ木粉フ混シタルモ ′ヲ充瞑シ共上

面ヲユli滑 二仕上 ク

(α )保護金具ハ加修部 二適合スル如 ク新製 (航格第 50境便質黄鋼板第

一種)シ鋲及木「 ネヂ」(翼厚サ 10粍以上 ノ部位ニハ黄鋼木「 ネヂ」

10米
'E以下 ′部 位 ニハ黄鋼製鋲)ヵ ナルヘク薔 孔 トー致セサル如 ク適

営 二配置シ取付 ケヲ行 フ

(34)

(θ )中塗及上塗等ハ前 二準ス

(/)新製品ニア リテハ金膊「 プロペ ラ」同様翼前面二箕端標識 ヲ橙黄色

「 ドープ」ヲ以テ標示 ス

【備考】 中塗 卜構スルハ上塗透明塗料塗抹ニシテ上塗 卜櫓スルハ有色

「 ドープ髪金抹 卜解スヘシ

第 七 章  漆   液

漆液ハ束洋古末ノ塗料ニシテ共美術的便値及耐久性ハ他 ノ何 レノ塗料モ及

ハサル所ナウ 漆液ハ漆樹ヨリ探牧セルモノ‐シテ共作業ハ非常‐手数フ要

スルモノナリ 漆液ハ飛行機用「プロペラ」塗装ノ重要材料ナリシカ被包式

「プロペラ」ノ出現共他「 ラツカー」ノ使用嚢達シ用途減少スルニ至レリ

第 節  漆液 ノ性質、種類、用途

1・ 組 成

漆液ハ適営ナル粘棚度奥氣及色彩ヲ有シ「 ウルシオール」 卜牌スル成

分 50%以上ナルヲ可 トス

2。 性 質

漆樹ヨリ探牧セル儘ヲ生漆 卜稲シ友白色油状ナリ 塞氣二暴露シツツ

.攪拌セハ著シク粘著カヲ城シ暗黒色 トナル之漆液 ノ硬化二起因スルモノ

ニシテ共硬化ノ綬急ハ温度ノ高低 卜漁度 ノ多少 トニ開係ス 自ロチ塞氣ノ

乾燥セル場合ハ硬化ヲ妨ケ燥度多キトキハ良ク硬化ス 而シテ温度 27℃

ヨリ昇騰セハ硬化作用甚シク遅緩シ又各季 0°θ 二達スレハ硬化作用全

ク阻止ス 自ロチ自然乾燥 トシ梅雨期ヲ最モ適営 トス 塗膜 ノ耐久性絶大

手シテ「 ラツカー」二優 り湯水ハ勿論薬品類二耐へ得 塗面美麗ニシテ

鏡 ノ如 シ

〔航格第 17琥抜率〕

各種漆液ノ乾燥性ハ‐:た表 ノ如シ

(35)



季類(

1吃 煤 1時 |‖ l
′‖1陀ガt・しル

1室 内二於テ

各

)
種 う〕` 用  途  例

夏 季

生  漆  液 8時 ||]以 内 ]5時間以内 下  塗  用

透  漆  液 15時間以内 20時間以内 中塗及上塗用

3.種類、用途

生漆液ヲ原料 トシテ之 ‐種々ノ著色剤ぃ油分等ヲ添加シテ種々共用途

二適 スル様加工製造シタルモノヲ精製漆 卜構 ス 精製漆 ノ種類ハ甚夕多

キモ之ヲ分類ス_レ ハ黒漆液及透漆液 ノニツニ分ツコ トヲ得 t故 二漆液 ノ

種類ヲ大別シテ生漆液、黒漆液、透漆″ 三種 二E別ス

共耐久性絶大ナル黙 ヨリ「 プロペ ラ」共他兵器 二用 ヒラル 漆液ハ乾

燥時間長キヲ以テ速乾漆 卜構 スルモノモ出現シア リ

第 二 節  漆 液 ノ塗 装 法

第 一 款  器 ・ 具

漆液ハ金局性器共ヲ嫌 フ 自llチ 容器ハ「マダ物」ヲ用ヒ木製2F板上 ニテ木

箆ヲ用ヒテ煉合ス 箆ハ「ベイント」二準 ス 又粘調彊キ篤刷毛ハ次固ノ如

キ腰ノ張キモノフ用 フ 漆液フ濾過スル‐ハ専用 ノ濾紙 (日 本紙 )ア リ 之

二液 ヲ包 ミテ「 シボ リ」出スモノトス

刷 毛 断 面      昂」 毛 各 種

( 36 )

漆液ノ乾燥′ヽ適度ノ!黒氣 卜温度フ必要 トス 自ロチ乾燥箱 トシテ木製戸棚内

二散水シ要スレハ人鉢フ入レ漁氣 卜温度ヲ調節スル装置アリ

塗  装  法

作業工程大略次 ノ如シ

物
塗 焼  付  塗511七_ 通

「ペイント」 二準ス 左    同

生漆 卜砥ノ粉・トノ煉合物フ 1～ 2回箆 F『 ケス

乾燥箱二入レル  `

乾燥後′i冴磨用石ニテ水ヲソ`ケ研磨ス

多たIF:三 菱Lフ ル女日

第 二 款

殷

青

宇

一

二ヽ
」
一
地

塗

研
磨

妻

Ｊ

刷毛ニテ黒目漆フナルヘク溝居、竿齊二塗抹シ

後乾燥箱二入レル

研
磨

中

塗

一研
磨

キ|ヽ 表 研 磨

シ

乾燥後ヤト炭 ニテ水研磨 ス

中 塗 二 同 シ

シ

種油 卜砥粉 トノ慄合物‐テ磨キ艶出シス 左    同

焼付漆塗装法

主 トシテ金属二用ン 高温度ニテ燒付セシムレハ附著力強岡‐シテ耐久

性大ナル被膜ヲ得 臼ロチ素地ヲ清浄ニシ高熱ヲ加へ油分ヲ除去シタル後極

メテ薄イ第一回ノ生漆塗抹ヲ行 フ

次二特別ノ装置アル燒二移シ加熱乾燥 ′後再ヒ同法ヲ行 フトキハ所望ノ

黒色二:達スルコトヲ得

加熱温度ハ 100～ 160°θ 、シ乾燥時間ハ約 30分乃至 2時間ヲ要ス 而

シテ本作業ハ共方法容易‐シテ日.短時間二完成スルヲ以テ弾葉盆ノ油壺ノ

如キハ此方法二依ルモ タトス

( 37 )
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イリー條 1壇軍軍用飛行機標識 日章 (赤色)ハ上箕上面及下箕下面 (単葉機ハ

翼 ノ上下面 )面端 二附固二檬 り標示 スルモノトス

第二條 飛行機 ノ部除別及機 別ヲ標示スル鶯方向舵及昇降 舵雨面、「 プロペ

ラボス」覆 (又 ハ之 二相営スル部位)車 11命又ハ革 11命覆二色彩又ハ適宜

ノ標示 ヲ施 スコ トヲ得

本標示 ハ部隊長 之 ヲ決定 シ陸軍航 察本部長 二報告 又ハ通 牒 スルモ ノ

トス

第二條 各部隊 ‐
1,ゝ テ演省教育其他 ノ必要ナル場合臨時標示ヲ施 スコ トフ得

但 シ長期 二亙ル場合ハ陸軍航本本部長 二報告又ハ通牒 スルモノトス

附    記

].標識 二使用スル塗料ハ飛行機用金属塗料又ハ「 ドープ」 トス

‐
標示 二使用スル塗料ハ飛行機用似装塗料第一種、第二種 トス

2。 飛行機 ノ名稀、番琥.製造年月日.製造所名ハ記銘板 二記載 シ操

縦者席附近 二標示 スルモノトス 共形式、位置ハ部品統一日及製作

同‐檬フレ  `

3。 航去及伏角基線ハ所要鵬饉全機 二腰示スルモノトス 本基線 ノ型

式ゝ位置ハ製作同二擦ル

4。 省  略

5.第二條及第二條 二示 ス標示ハ返納 ‐方 り之フ復奮 スルフ要 ス

6.省   略

7.器材取扱上 ノ標示及合番暁ハ別‐定ムル庭二抜ル

附    固

省  略

日章 ノイ嘔ハ箕弦 ノ 0。 7～ 0。 8倍 トシ回中心ハ箕端 ヨリ内方

ヘイ嘔ノ 1～ 2イ書トシ詳細ハ各型式毎二製作同二示 ス

附 録

細 部 規 定 費 施 要 領

( 40 )珊
淵
Ⅷ
出
踊

本細部規定ハ次 ノ通費施 スルモノトス

1. 新製飛行機 ヨリ費施ス (現制式機 フ含ム)

2。 既製飛行機 二封 シテハ次 ノ通 トス

(α )箕面及胴骰 二於ケル番暁 (合番枕ヲ除 ク)胴機雨側 ノロ章及方

向舵 二
1,ゝ ケル飛行機名櫓及製造年月ハ直二保管部隊二於テ抹浩ス

(ろ )飛行機 ノ名櫓.番抗.製造年月及製造所名ヲ記載 スル記銘板ハ

:I::著作固中二追加 ノ上製作 シタルモノヲ各部隊二支給 スルヲ以テ之

ヲ所定位置 二標示 ス、以上 '

飛 行 機 臨 時 標 識 規 定

/昭和 六年一月十五 ||ヽ

、ヽ航 教 第 二 6)枕ノ

一 要 則

1・ 學校長及聯隊長ハ必要 卜認タル場合ニハ供用飛行機‐本規定二擦 リ

標識ヲ附スルコトヲ得

2. 貸渡兵器‐本色彩標識ヲ賞施スル場合ニハ豫メ認可ヲ受ケ返納‐方

リテハ復奮スルモノトス

ニ 標識 ノ種類

標識 ノ種類ハ左 ノニ種 トス

1・ 色 彩 標 識

2。 特 別 標 識

三 標識要領

]・ 色彩標識

方向舵及昇降舵ヲ左 だ匝分‐依 り塗色シ中隊琥ノ識別フ容易ナラシ

メ筒要スレハ此部位‐原色又′ヽ他 ノ色彩ヲ以テ線ヲ書シ所要ノE分標

識 トスルコトフ得

但シ本標識‐方 リテハ名紳製作年月日及合番琥ハ之ヲ塗抹セサル

(41)
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状プ破壊シ員形 ノ認識 ヲ困難ナラシムルノ作用ヲ1薦|ス フ以テ兵器 ノ長キ

部分ハ適宜二切断スル如ク黄色ヲ施シ幾何學形状 ノモノハ之二依 場テ不

規則 ノ形状二憂化セシメ陰形部又ハ凹部ハ之二依 リテ浮揚セル感覺ヲ典

フル如キ技巧ヲ施 スヘキモノトス 然レ トモ共色調最モ明ナルフ以テ過

度‐大ナル長サ又ハ面積或ハ数多ノ集国二依 り注意ブ喚起スルカ如キ使

用ヲ避 ケサルヘカラス

三色 ノ占ムル面積 ノ比卒ハー定スヘカラス ト雖概ネ維 4。 5褐 1.5黄

1.5ノ 比卒ヲ以テ適営二之ヲ配列塗色スル トキハ凡ュル地形及季節ヲ通

シ迷彩 ノ数果フ嚢揮シ得ヘシ 若季節 二應シ塗色ヲ改修シ得ル場合し維

及褐色 ノ比率ヲ加減 シテ著シク数果ヲ増大 シ得ヘシ

各色 ノ境界 ニハ黒線ヲ劃シ各色 ノ特徴ヲ嚢揮シ遠距離 二於 ケル混色ヲ

防キテ迷彩 ノ数果ヲ増大スルモノトス 此黒線ハ細キニ失 スルコ トナク

3乃至 6糎 ノ幅ヲ有セシムヘシ

81「 コンクリー ト」製衛工物モ亦兵 器 ‐準 シ迷彩ヲ施スコ トア リ 然ル

トキハ共表面上ヲ粗造 トナシ塗料ハ石友分‐分解セラレサル「 コンクリ

ー ト」塗料 ヲ用 フルモノトス

9. 迷彩 ノ著色ハ塗料ヲ用ヒ塗抹法又ハ噴射法二依ル

10。  戦場 ‐用フル固板b用紙類ハ成ルヘク迷彩セルモノヲ用 フルヲ要 ス

而 シテ此場合‐ハ色ヲー層暗調 二取扱 フヲ可 トス

第 九 章 特 種 塗 料

第 一 節  特 種 塗 料 ノ種 類

第 一 款 夜 光 塗 料

夜光塗料 トハ夜間又′ヽ暗所 ‐於 テ冷光 フ放 チ夜間 ノ標示 ‐供 セ ラルル塗料

|(44)

ヲ謂 ヒ自磯光夜光塗料及蓄光夜光塗料 ノニ種ア リ

自凌光夜光塗料ハ磯光性硫化物 ‐褒光刺 li支 ヲ典 フル篤放射能腱 タル「 ラデ

ウム」ノ微量ヲ加へ常‐光ヲ嚢 スル如 ク製造セル塗料 ニシテ軍用諸計器b銃

砲照準具.夜間標識等‐用ヒラレ軍事 Lノ 用途大ナ リ

蓄光夜光塗料ハ硫化物ヲ主剤 トセル化合物ニシテ光線 ヲ蓄積スル作用ヲ有

シ太陽,電燈等 ノ光線ヲ吸収 シタル後一定時間ヲ限 り共蓄積光線 ヲ放散スル

モノ‐シテ夜光剤出現頭初二於テハー般 二夜光塗料 卜櫓セ ラレタルモノナ リ

廉債ナレトモ費用的磯光持績時間短少ナル歓黙ヲ有 ス 現在 二於テハ蓄光

二利用スルタメ夜問電燈ヲ併用シ軍用 トシテ各種用塗フ充シツツア リ

夜光塗料 ノ結合剤ハ樹脂及溶剤 ヨリ成 り使用ノロ的‐應シ耐水結合剤、i耐

油結合剤ぅ耐「アルコール」結合剤 bl耐無フJヽ「アルコール」結合剤等 ノ種類

ア リ故 二塗布 ノ場所及物質 ノ差異二依 り共用途ヲ誤 ラサル様注意 スルコト必

要ナ リ

又塗布 スル下地材料力金属ナル場合バー般 二下塗ヲ必要 トス 「 ガ ラ ス」

雲母ゝ焼物等 ノ場合ハ下塗 ノ必要ナキモ之‐適 スル結合剤 ヲ選定スルコト肝

要ナ リ

耐 酸 塗 料

酸類使用ノ器具、機械。工場。蓄電池 (塗装規定第 17條 )共他亜硫酸.

硫化水素ノ「ガス」嚢生等之等二封シ特二耐酸的ノ塗料ヲ必要 トスルコトア

リ 次ノ如キモノアリ

1。 「アスフアル ト」系塗料 「アスフアル ト」石油、石炭等ノ「ビツチ」

類 但シ「マシン」油.揮嚢油ニハ溶解ス

2。 樹脂系塗料 樹脂中ニテ耐酸性 ノモノ 但シ「マシン」油ニハ溶解ス

3。  油・1生「 ワ‐ス」系塗料 「ワ‐ス」中ニテ耐酸性 ノモノ

4.「 ラツカー」系塗料 確化綿ヲ主成分 トセルモノ

( 45 )

第 二 款|



之竿 ノ原料ニテ製造セル塗料フ1耐 11交塗料 トシ適所二用フルモ ノトス

リ

■
■
口

第 三 款 耐 火 塗 料

l耐 火塗料ハ飛行機防人壁等二用ヒラルル (塗装規定第 18條)耐入力張キ塗

料 ノ意味 ニシテ此塗料ヲ以テ塗装セル素地 ノ燃燒ヲ防禦 スルフ其主要ナルロ

的 トス 然 レトモ本塗料ハ絶封的燃燒ヲ防遇スルモノニア ラス多テ唯普通油

性「ペイン ト」及「 ワ‐ス」類等 ノ極 メテ燃燒シ易キニ比シ逢 二不燃燒性タ

ル‐過キスシテ未 夕特別ナル耐火塗料 トシテ完全ナルモノナシ

現今普通耐人塗料 トシテ使用サレアルモ ノノ製造原料ハ硼砂ぅ溶融シ易キ

「 ガラス」粉末、不燃燒性物質 トシテ徒藻土、粘土、「 アスペス ト」共他不燃

燒「 ガス」フ嚢生スル物質等フ「 カゼイン」、石鹸水、水「 ガラス」b蛋白質

溶液等二煉合シタルモノナ リ

塗  装  法

「ペイン ト」二準ス

(但 シ夜光塗料 ノ塗装ハ略ス)

第 十 章  塗  換  法

第 節  剥  腕  法

塗料ノ塗換ハ通常全部‐封シテ行フモノナルモ時 トシテハ補修塗二止ムル

コトアリ 刀る布及鐵部 ノ塗料ヲ塗換フルニハ通常奮塗料ヲ剥腕シタル後行フ

モノトス 本部ノ塗料ヲ塗換フル‐ハ通常奮塗料ヲ剥スコトナク表面フ紙鑢

等ニテ磨キ共上二塗 り重ヌルモノトス 而シテ共方法次 ノ如シ

(46)

第 二 節

第一 鐵箆ヲ用フル場合

主 トシテク布、鐵部 ノ塗料ヲ剥腕 スル場合二用フ 44布若ハ鐵部 ヲ傷 ケ

サル様鋤箆ニテ塗料ヲ掻落シタル後紙鑢若ハ布鋸 ニテ磨キ維巾類ニテ拭 フ

補修塗等一部ヲ剥ス トキハ奮塗料 ノ端 フ斜ニシ掻落スモノ トス 此方法ハ

注意セサレハ物布 ヲ傷 ケ若ハ共綴絲ヲ損スルコ トア リ

第二 薬液 ヲ用フル場合

最モ合理的ナル方法 ニシテ部品ヲ損傷セサル利ア リ 特 二軽合金製部品

‐封 シテハーニ此方法二1擦 ラサルヘカラス

10使 用スヘキ薬液次 ノ如 シ

塗 米や}

「 エ  ナ  ・メ  ル」

「 ペ  イ  ン・ 卜」

飛 行 機 用 金 属 塗 料

「 ド    ー    プ」

「ベ ンゾール190～70%
「アル コール 110～30%
ノ混合液

・
二円形「 パ ラ

フイン」ヲ 3～4%混
シ タモ ノ

「ケトン160%「アルコ
ール115%「ベンゾー
ル]25%

制   腕   剤 摘 要

「アルコール」ノ代 リニ
「アセ トン」「ケトン」等
ヲ用フルコトヲ得 塗
布後 2～10分間ノ後拭
浮シ揮嚢油ニテ拭 フ

全ク剥離シ得ルニ至 ラ
ス

剥眈剤ヲ雑巾二浸シテ之フ塗 り軟クナルヲ待チ東藁叉ハ鐵箆‐テ剥シ

タル後能ク拭 フ

苛性「 ソーダ」ヲ合ム剥眈剤‐用フル トキハ塗料剥腕後速二清水‐テ

十分洗ヒ鐵部及本部二在 リテハ要スレハ更二揮嚢油ヲ用ヒテ拭ヒ「 ソー

ダ」ノ痕跡ヲ留ムヘカラス 又皮膚二接鯛スヘカラス

第 二 節 塗 換 法
(兵器保存要領 ヨリ抜率 昭和 10年 4月 15日 版)

金属部 ノ塗料フ塗換 フルニハ曹撻等ヲ用ヒ共表面ヲ軽 クユッ直角‐敲

クカ或ハ11請除箆制箆 ノ類 ヲ以テ軽 ク奮塗料フ掻キ落シ磨研布、木賊等ヲ

以テ残餘 ノ塗料又ハ錆ヲ除去シ雑巾類 ヲ以テ拭浄 (此際成ルヘク研磨部
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‐素手 フ燭 レシムヘ カラス)シ タル後塗料 ヲ施 スヘシ 塗布面研磨 ノ.際

要 スレハ石油、:揮嚢油、「 テレ ビン」油、「 クレオ ソー ト」油等 ヲ用 フル

コ トヲ得

2.塗 料 フ除去 スル篤薬液 ヲ用 フル場合 ニハ粽相刷毛 ニテ之 ヲ塗料表面 ニ

塗 り暫時放置 ノ後膨ノ類ヲ以テ共塗抹面ヲ掻キ廻シ更二粽相刷毛ニテ掻

キロヲ整へ約 14.5分以上ヲ経過スレハ塗層溶解スルヲ以テ之ヲ箆‐テ

掬取 りn撒水シツツ充分塗居ヲ除去シ後清水ヲ以テ洗il条
スヘシ

【註】 薬液 (有数ナルハ白羊印剥離 剤「マイチー」ゝ 苛性曹逹 卜自絞油

トノ混合液苛性曹達ヲ水二溶解シ之‐生石友若ハ鎖油ヲ加へ攪拌セ

ルモノ及「 クレオソー ト」油等 トス)

3。 塗料塗換ヲ行 フニハ通常下塗一回。上塗二同 トシ刷毛類ヲ以テ平等ニ

塗布スヘシ 但毎同下居塗料ノ充分乾燥セシヲ確認シタル後其塗面ヲ磨

研布等ヲ以テ千滑‐シユ塗居ノ瑕瑾ヲ除去シ以テ新塗居 トノ密著ヲ良好

ナラシムヘシ 補修塗モ亦之二準ス

4. 器具箱共他本部 ノ塗換二方 リテハ拭浄 ノ後充分之フ乾燥セシメ通常奮

塗料ヲ剥腕スルコトナク共一部若ハ全部二塗料フ施スヘシ

5。 「ワ‐ス」ノ塗換ヲ行フニハ「 クレオソー ト」油も「テレビン」油若ハ

「アルコール」二浸シ薔 塗料ヲ溶解セシメ之ヲ除去 (薔 塗料ノ溶解‐ハ

約 24時間ヲ要ス)シ素地ヲ乾燥拭浄ノ後数回二エ リ「ワ‐ス」ヲ塗施

スヘシ(塗肝ハ下居程薄キヲ必要 トス 又塗面ハ常二乾燥シアルヲ要ス)

【誌】 筒前節剥腕作業ヲ参照シ作業‐方 リテ適宜虎置スヘシ

自 動 車 類 塗 装 法

自動車塗装‐ハ多ク「ペイント」及「 ラツカー」ヲ用フ 依テ前述「ペイ

ント」及「 ラツカー」塗装作業ヲ参照スヘシ 筒本節二於テハ塗装修理二就

キテ逃ヘン

塗料 ノ種類二依 リテ次 ノ如ク分ツ

(48)

`7叩爾ηワ鴨

].乗用自動車及自動二輪車

2. 共他 ノ自動車

貨車共他特種自動車

乗 用 車 車腱ハ通常「 ラツカー」塗装ニシテ革墓ハ「ベイント」ヲ用フ

ルモノ多シ

修理ノ程度軽少ニシテ素地 ノ現レサルモノハ先ツ共箇所ヲ紙鑢‐テ

研磨シ水、油氣ヲ除去シ清浄ス 次‐要スレハ「パテ」箆付ケシ再度

研磨面ヲ千滑ォラシメ後上塗ヲ行 フヘシ 素地 (金属。木材等)二迄

損傷ヲ及ホセル場 合ハ先ツ素地ノ損傷ヲ修理シ次二「 フイャープラ

シ」b紙鑢等ニテ研磨清浄シ錆止 メ、 下地箆付ケ。 中塗.・_L塗 ノエ程

ヲ行 フ

共他 ノ自動車 此種 自動車ハ通常「 ペ イン ト」塗装ナ リ 前款乗用自動車

ノ如 ク外観美フ必要 トセス 寧 口素地 ノ保護或ハ保護色、警戒色ヲ主

トス 巳ロチ修理 ‐方 リテ素地 ノ調整前述:ノ 如 ク錆止 メョリ直チニ「ペ

イン ト」上塗ヲ行 フ
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防   錆   法

第 章 鐵 鋼 防 錆 法

薬液 ノ化學作用二依 り鐵、鋼製部品 ノ表面二密費ナル酸化層ヲ固著セシメ

以テ嚢錆ヲ防 ク法 ニシテ創磐フ初 メ種々ノエ具及部品‐使用セラル

第 一 節 防 錆 法 甲

(航格第 241琥抜率 )

0

第一條 本規格ハ主 トシテ鐵鋼製品二封スル防錆法ヲ規定セルモノ‐シテ

指定‐依 り本規格ヲ適用スルモノトス

第二條 表面清浄法 製品ハ油脂及錆ヲ除去スル篤苛性「 ソーダ」溶液中

ニテ数分間煮沸セル後酸液中ニテ洗族中和シ更二砂磨キニヨリ表面ヲ

粗 監 ナ ラシ ム

但シ機械仕上ヲ施シアル製品又ハー般製品 卜雖場合二依 リテハ革ニ

揮嚢油類ニテ油脂ヲ完全二除去スル■トフ得 .

第二條 燐酸朧防錆法 前條ニヨリ清浄セル製品ハ之ヲ 98°θ 乃至 99℃

二熱シタル燐酸朧共他フ含ム水溶液中二於テ 30分間乃至 1時間煮沸

シ製品表面ノ泡起状態完了ノ後 10乃至 15分 ニシテ液中ヨリ取出シ

湯洗乾燥スルモノトス

【参 考】 溶液ノ濃度ハ常‐化學滴定法二依り30度 ノ割合フ保ツ如ク

補正スルモノトス 巳Fチ 溶液 10°θ ヲ探り「フェノールフタレ

イン」1%「アルコール」溶液ヲ指示液 トシ苛性「ソーダ」

1/10規定液ヲ用ヒ化學滴定法ニテ「ビユーレット」ノ讀ミ 30

ヲ小 スモ ノ トス

左́r  ―――  た二輸
夕多 一 扁
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第四條 仕 上 前條 ノ虎理 ヲ完了 シタルモ ノハ ニ特 二指示 スルモ ノノ外

飛行機用金属下塗 々料 (航格第 129琥 )ヲ 2同乃至 3同塗布 スルモ

ノ トス

第五條 本防衛法 ヲ固画等 二依 り指示 スル場合ハ革 二「 防錆甲」 卜記入シ

表示 スルモ ノ トス

【備 考】 燐酸塵防錯法誘明

1。 力‖工設備 設備及作業工程次固ノ如シ

区
=コ

考 孝 力2二 ′とム

苛性「 ソーダ」槽 ・…・………………… 鋼鐵製 (周囲保温装置 )

蒸氣加熱装置用「パイプ」…………。員鍮製 (周 園保温装置)

湯    槽 ・"¨ …………̈ …………・微又ハ木製 (周園保温装置 )

硫  酸  槽 … 栴製槽内部 二鉛板張 リ

パ
‥
フ
ノ

塗
家

― ― ―

―

~´

燐 酸 朧 槽

2.i容液調製組成次表 ノ如シ

枠キ,I〆周園保温装置、上部一ヽ撚衣 ヽ1`l門 二特殊温度計装置 ノ

構 1重  量  比 (%)名

燐 酸 4 2。 4 1

燐 酸「マ ン ガ ン」 3 1。 9 4

11突 鐵 4.3 3

1 6.5 8
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＝
■
■
■
■
■

■
■

肺

川液中ノ薬 品ハ「パーコパウダー」 トシテ既 成セラレアリ 自ロチ

「パコパウダー」30瓦、水 1立 ノ割合二
i容解ス

3.力 ll工作業 本節第二第二條二依ル

4.力‖工利害

利 貼

(α )大氣ノ交感二封シ耐久性大ニシテー部二錆ヲ生スルモ共偉播ハ

極メテ綾徐ナリ

(ろ )防錆被膜ハ極薄キ篤精密ナル部品等ノ防錆‐適ス

(6)力‖工作業 (薬品、蒸褒瓦斯等)′、人腱二無害ナリ

(α )設備及作業簡易軽費少額巳ツ短時間‐テ多量二加エシ得

害 黙

(α )防錆被膜ハ靱性二乏シク「 バネ」等‐ハ不適ナリ

(b)防錆被膜ハ「アルカリ」二溶解剥離ス

(θ )600°θ以上ノ熱ニハ抗カナシ

5。 作業上ノ注意

(α )本節第二條二於テ指定温度フ超ユル トキハ沸騰 ノ篤メ槽底ノ津

ハ上昇浮遊シ加工物表面二附著スル恐レアリ 又温度低下セハ化

學反應ヲ遅延セシメ地肌ヲ荒ス

(ろ )燐酸堕槽中底部二滓 ノ沈澱ヲ見ル 随時鍬等‐テ除去スヘシ

(6)燐酸堕槽中‐テ虎理スヘキ時間ハ約 1時間ナルモ加工物二依 リ

15分位ニア完了スルモノアリ

(α )彊酸、張「 アルカリ」、弧「シヤン」化合物力溶液中二瀑入スル

事アラハ溶液ヲ害シ人骰二害ヲ及ホスコトアルヲ以テ注意スヘシ

(θ )「 スパークル」 力‖工表面二析出セル結晶状ノ現象‐シテ清浄作

業ノ不十分‐原因ス

(/)「 エアポケツト」 力‖工表面ノ被膜未著ノ部分‐シテ凹部二起ル

之ハ凹部二残留セル塞氣ノ妨ケ‐依ルモノ‐シテ槽中‐テハ常ニ

( 52 )              
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同博 ヲ加 フルヲ可 トス

防 錆  法 乙
(航格第 242琥抜率)

第二條 表面清浄法 製品ヲ約 10%炭酸「 ソーダ」水i容 液中二於テ約

1時間煮沸シ完全二油 脂分ヲ除去シタル後 温湯又ハ清水ニテ洗 il条 シ

「 ソーダ」分ヲ除去シ速二乾燥セシムルモノトス

第二條 錆染虎理法 堕化第二徴。硫酸銅。亜備酸、「エチル」精、(甘確

石精)、 備酸「アルコール」ヲ合ム水i容液ヲ製品表面二塗布シ約 24時

間乾燥シタル後再ヒ該液ヲ塗布シ 2時間乃至 4時間乾燥セシム 乾燥

ヲ維 リタル製品ハ之ヲ温湯中二入レテ加熱シ約 15分間煮沸シタル後

取出シテ乾燥冷却セシム 次二之フ鐵線刷子等ニテ摩擦シ浮出居フ除

去シテ黒色ナラシム

以上 ノ作業 ヲ3同以上費施 スルモノトス

第四條 仕 上 前條 ノ作業 フ完了シタル製品二布類 ヲ以テ再 ヒ前記溶液

フ薄 ク塗布シ約 3乃至 18時間乾燥 シ摩擦 シタル後清浄ナル沸湯水中

二入レ約 5分用煮沸シ之 ヲ取出シテ乾燥 スルモノトス

第五條 製品ハ前條 ノ仕上完了後適営ナル油脂類 ヲ塗布スルモノトス

第六條 本防錆法ヲ固面等‐依 り指示スル場合ハ革二「防錆乙」 卜記入シ

表示スルモノトス

【備 考】 錆染虎理法説明

I・ 水溶液ノ標準組成次ノ如シ (格案中ノ薬品モ之‐準ス)

薬 量 (瓦 )

2  6過  堕  化  鐵

硫

劇^

荷サ

酸    銅

確  石  精

酸

フレ」 1  9

第 二 節

1  0

2  2

ft' )v 3
水
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2.ウLツ硫酸銅ヲ致4::ノ 水 卜井三分人フ以テ溶解シ冷却ノ後之二残餘

ノノlゝ ヲi黒 シ他ノ葉品ヲ適宜混和フ、 イ11「 アルコール」 卜備酸 トノミ

混 和スル時ハ危険ヲ招クコトアルヲ以テ必 ス別‐混 入スルコトヲ

要ス

3.瀑度高キ時ハ水量ヲ増加シ夏季及入梅中ハ約 5割 フ増加ス 之ニ

反シ低キ時ハ水量ヲ減シ各季中ハ約 1割 ヲ減スルヲ適度 トス 極軟

鋼若ハ軟鋼二封シテハ他ノ鋼二比シ更‐水約 2割 ヲ増加スヘシ

4. 作業法ハ第二條ノ如シ

5. 水溶液塗布後二
1,ト ケル乾燥時間ハ餞具酸化度ノ景況.換言セハ葉

剤.濃淡、温度ノ高低二依 り加減セサルヘカラサルモノ‐シテ若酸化

度不足セハ色暦ノ保存易易ク之二反シ過度ナル時ハ著色面二腐蝕ヲ生シ

保存モ亦良好ナラサルニ至ル 酸化度鑑識 ′標準概 ネ次 ノ如シ

不 足 度 。………………………… 樺色又ハ淡茶褐色

濃 茶 71色

小豆色又ハ栗色

但第一次塗葉 ノ酸化色ハ稽 こ濃度二至ルモ妨ケナク又第二次以上

漸次澁色ナルニ至ルモノトス

6.煮 沸温度ハ沸騰黙ヨリ精 こ低キヲ良 トス

7.錆染 二好季節ハ概 ネ五月、八月、九月フ最上 トシ七月、・十月之 ニ

次キ梅雨期一月b二 月、二月、十二月等ハ不良 ノ時期ナ リ

共他染煤法ア リ次 ノ如シ

金黄色叉ハ藍色染煤法諭明

l・ 低温度 ノ加熱 二依 り,快具 ノ表面二酸化層フ生セシメ或ハ更 二「 コ

ールタール」等ヲ焼著セシメ以テ褒錆ヲ防クフ染煤法 卜云 フ

2。 先ッ鐵具 ノ表面ヲ良 ク研磨シ之ヲ熱シタル木友粉 (適宜 ノ大 サヲ

有 スル鐵匝内二木炭粉ヲ盛 り人燎上二置キ用園ヨリ炭人ヲ加ヘテ熱

ス)中 二入レ所望ノ人色ヲ現 ス‐至レハ直 二之ヲ取出シ冷却セシメ

( 54 )

適   度

過   度

タル後塗油ス

3。 木炭粉ハ上 下一様 ノ温度ヲ保タシムル篤震 こ之ヲ攪拌シ叉鐵共ハ

時 取々出シテ所望ノ度ヲ超ェサル様注意スヘシ

4.多数 ノモノヲ同時二著色スルニハ前方‐準シ所望ノ色相二近ツク

ニ至 ラハ加熱鐵板上二併列シ所望ノ色相二達スルフ待チ冷却ノ後塗

油スルモノトス

5。 小ナル鐵共ニアリテハ木炭粉フ用ヒスシテ革ニカ11熱鐵板上二
liト テ

イ予フコ トフイ尋

黒色染煤法誘明

]・ 前方二依 り板具ヲ木炭粉中ニテ加熱シ淡蒲色ヲ呈スル‐至レハ之

ヲ取出シ冷ササル間二布片‐テ極 メテ薄クR千等‐種油叉′ヽ「 コー

ルタール」ヲ塗抹シ再ヒ羨粉中二埋漫シテ熱ス 斯 クノ如ク数回反

復シテ黒色ヲ表ハスニ至 ラシム

第 二 章

第 節  「アルミニウム」合金防錆法

んそ

グ} 款 「ア ル ミ ニ ウ ム」合

金 防 錆 法 甲

(航格第 243琥抜率)

第一傑 本規格′ヽ「 アル ミニウム」及「アルミニウム」合金仕上製品二封

スル防錆虎理法ヲ規定セルモノ‐シテ指定二依 り本規格ヲ適用スルモ

ノ トス

第二條 表面清浄法 防錆法ヲ施サントスル製品ノ表面ハ揮嚢油類共他フ

以テ完全二油11ヲ 除去スルモノトス    ・ ´

( 55 )
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第二條 陽極酸化被膜成生法 前條ニヨリ清浮セル製品ヲ陽極 トシ修酸堕

類又ハ「 クロム」酸共他 ノ水溶液中二於テ電氣化學操作ヲ費施シ該製

品ノ表面二耐蝕性酸化物 ノ被膜ヲ成生セシムルモノトス

第四際 仕上熱虎理 第二條ノ虎理ヲ施シタル成品ハ之二高堅カノ蒸氣ヲ

作用セシムルコトニ依 り多孔性酸化被膜ヲシテ吸!黒性ナキ被膜二焚化

セシムルモ ノ トス

第五條 染 色 法 前僚 ノ防錆虎理 ヲ完了シタル製品 ニハ必要 二應 シ適

営ナル染色虎理 ヲ施 スコ トフ得

第 六條 本防錆法 ヲ固面等 二依 り指示 スル場合ハ革 二「防錆甲」 卜記入 シ

表示 スルモ ノ トス

【備 考】

本虎理法′ヽ「アル ミ‐ウム」及「アルミニウム」ヲ主成分 トスル

合金ニノミ適用シ得ルモノナルフ以テ他種金属製品力附著セル場合

ハ必ス共表面二適営ナル塗料ヲ施シ電気的二絶縁シ置クモノトス

若之ヲ施シ難キトキハ本防錆虎理完了ノ後該他種金賜製品ヲ附著セ

シ ムル モ ノ トス

款  「ア ル ミ ニ ウ ム」 合

金 防 錆 法 乙

(航格第 258琥抜率 )

第一條 本規格ハ「アル ミニウム」及「アルミニウム」合金仕上製品二封

スル防錆虎理法ヲ規定セルモノ‐シテ指定二依 り本規格ヲ適用スルモ

ノトス

第二條 表面清浄法 防錆虎理法ヲ施 サン トスル製品ノ表面ハ通常ナル方

法二依 り油脂及酸化膜ヲ完全二除去スルコトヲ要 ス

第二條 防錆被膜生成法 前際二依 り清浄セル製品ヲ次 二規定スル方法ニ

( 516 )              ´

4■f

'4フ

依 り被膜ヲ生成セシムルモノトス 適営ノ添加剤ヲ加ヘタル 0。 5%～

30%I西粉ノ水溶液中二於テ 20分～60分間煮沸シタル後液中ヨリ取

出シ湯洗乾燥スルモノトス

第四條 仕 上 前際虎理ヲ完了シタル製品ニハ特‐指定セサル限 り飛行

機用金局下塗 料々 (航格 Ⅳθ 199´ ヲ 1～2回塗布スルモノトス

第五條 本規格‐定ムル防針法ヲ固面等二依 り指示スル場合ハ革二「防錯

乙」 卜記入表示 スルモ ノ トス

第 二 節 「マ グ ネ シ ウ ム」 合

金 防 錆 法

第 款 「マ グ ネ シ ウ

金 防 錆 法

ム」 合

甲

(航格第 244琥抜率 )

第 一條 本規格ハ主 トシテ「マグネシゥム」合金儒物 ノ仕上製品二封スル

防錯虎理 二之ヲ適用ス

第二條 表面清浄法 揮蛮油類 ヲ以テ注意シテ完全 二油脂類 ヲ除去シ次 ニ

約 10%硝酸水溶液二約 10秒間浸漬シタル後直二易易「アルカリ」水

溶液 (約2%苛性「ソーダ」液)ニ テ中和シ然ル後水洗スルモノトス

表面清浄ノ完不完ハ防錯数果二大ナル影響アルフ以テ完全二之ヲ行フ

コ トヲ:婁:ス

第二條 防錆被膜生成法 次記 ノ中第一法或 ハ第二法 ノ何 レカヲ施行 スル

モ ノ トス

第一法 酸 化「 セレン」1二 封 シ「 アルカ リ」(苛 性「 ソーダ」叉ハ炭

酸「 ソーダ」)0.2乃至 0。 4ノ 割合 (「 アル カ リ」量 ヲ過剰ナ ラシメ

サル様注意スルコト)ヲ 以テ配合セルモノノ3%乃至 5%水溶
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液ヲ 70°θ 乃至 90°σ 二保チ第二條ニヨリ表面清浄セルモノヲ5分

乃至 30分間浸漬スルモノトス (之フ更二 200°σ 乃至 250℃ ‐テ

30分乃至 1時間燒付スレハー居完全ナリ)

第二法 酸化「セレン」3乃至 10%ノ 水溶液ヲ常温二保チ第二條二依

り表面清浄セルモノヲ約 5分乃至 15分間浸漬シタル後之ヲー旦乾

燥セシメ次二之ヲ 0.01乃至 0。 1%ノ 苛性「 ソーダ」炭酸「 ソー

ダ」若ハ珪酸「 ソーダ」水溶液中ニテ 1時間以上煮沸 (液温 90°θ

以上)シ硬質刷 毛‐テ仕上ク 最 後二之ヲ 200℃ 乃至 250°θ ニ

テ 30分乃至 1時間焼付スルモノトス

第四條 仕 上 前項ノ虎理品ヲ刷毛ニテ拭擦シ牛光澤ヲ有スルギ
,′ 'け面 ト

ナラシメタル後特二指示スルモノノ外飛行機用金属下塗々料 (航格第

199琥 )ヲ 1同乃至 3同塗布スルモノトス

第五條 補 修 法 防錯被膜ノ剥離セル場合ニハ 70°θ乃至 100℃ ‐熱

シタル第二條第一法二於テ指定シタル配合ノ防錯液ヲ刷子又ハ綿ヲ以

テ敷同塗布シ被膜ヲ生成セシム

第六11漿 本規格‐定ムル防錆法ヲ同面等二依 り指示スル場合ニハ単‐「防

錯甲」 卜記入シ表示スルモノトス

1・ 本規格適用上注意スヘキ事項次ノ如シ

2. 本防錆法ハ特二指定無キ限 り之ヲ適用スルモノトス

3.主 トシテ鋳物二適用スヘキモノナルモ承認ヲ経テ板形材管及棒鍛

造品等二施スコトフ得

4. 防錆作業ハ最後仕上後‐於テ貴施スルフ本則 トス 之ヲ困難 トス

ル場合ハ共前I程‐於テ行 フモノトス

5.防錆虎理後二於ケル仕上面、招合部並部隊及修理工場二於テ行 フ

鋏切部、欲損部等ノ防錆ハ補修法二依 り防錆虎理ヲ行 ヒ「 ネヂ」「 リ

ベツト」孔等ノ作業困難ナル部位ニハ防針虎理ヲ行ハサルコトフ得

6。 格 n勺 又′ヽ製作工場間ノ納入製品等ノー時的保存ノロ的二封シテハ

(58)

|`li喪油類ニテ容易二争」離 シ得ル保護塗料又ハ油脂ヲ完全二塗布シ防

錯 スルコ トブ得

第 二 款 シ ウ ム」 合

錆 法 乙

(航格第 245境抜率 )

第一條 本規格ハ主 トシテ「マグネシゥム」合金板ぅ管、型材等‐封スル

防錆虎理法二之ヲ適用ス

第二條 表面清浄法 防針虎理フ施サントスルモノノ表面ハ完全‐油脂類

ヲ除 去 スル コ トフ要 ス

第二條 防錯被膜成生法 表面清浄ノ後備酸約 20%重「クロム」酸「カ

リ」約 20%ノ 水溶液中‐ 10秒乃至 45秒 1替l浸漬シタル後水洗スル

モ ノ トス    ｀

イliシ 募与乱二依 リラ・ハ浸t責1寺 |lilヲ il童 111カIl減 スルコ lヽ フイ尋

第四條 仕 上 2%乃 至 3%ノ 重「クロム」酸「カリ」ノ水溶液中ニ

前項ノ虎理品フ浸漬シテ仕上ヲ行ヒタル後特二指定スルモノノミ飛行

機 用金腸下塗 料々 (航格第 199槻 )ヲ 1回乃至 3同塗布スルモノ

トス

第五條 本規格‐定ムル防錯法ヲ固面等二依 り指示 スル場合ハ単二「防針

乙」 卜記入シ表示スルモノトス

1・ 本規格通用上注意スヘキコ ト次 ノ如シ

2。 本虎理法ハ製造所 二於テ板、管等 ノ製造直後之ヲ行 フモノトス

3.本方法ハ主 トシテ板、管 (外面ヲ主 トス)型材等二適用スヘキモ

ノナルモ承認ヲ経テ鍛造品。鋳物等二施 スコ トフ得

ネ

防

ク

金

マ
Ｆ

Ｉ
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附  鉄

4有
:Z17 節 飛行機々般塗装二開スル規定

(航取第 281琥抜率昭和 11年 2月 5日現在)

第一條 本規定ハ陸軍々用機 證々 ノ金属部ぃ本部、笏布類‐封スル塗装‐

之ヲ適用ス 但シ別‐規定又ハ指定セルモノハ此限 リニアラス

第二條 塗装‐方 リテハ先ツ共塗施面二附著セル塵埃b油脂、錆等ヲ除去

シ十分清浄ナラシムルモノトス 但シ必要ノ度ヲ顧慮シ防錆法ヲ施サ

サル厚サ 0。 8,′ψO以上ノ鐵鋼類ニハ砂吹付 0。 8,″ル以下 ノ鐵鋼類又ハ

共他 ノ金腸部‐ハ紙鑢二依ル研磨ヲ行 フヲ要ス

第二條 「 ドープ」及飛行機用金 腸塗料 (以下金属塗料 卜構ス)ノ 塗装作

業ハ温度 15～ 25°θ !黒 度 40～70%ノ 範囲二調節シユ刷毛塗装二於

テハ 1時間二 10同以上「スプレー」塗装二於テハ 30同以上換氣ス

ル室内ゴ於テ賞施スルヲ原則 トス

第四條 塗料ハ塗抹前十分攪拌振湯シ且塗装室 卜同温度‐逹セシメ塗布ス

ルヲ原、貝|」 トス

第五條 塗装ハ自然乾燥二依ル規定‐定ムル乾燥時間ヲ経過シタル後次同

作業ヲ行 フヲ原則 トス 但シ金腸製部品・ 塗施セル金属塗料二在 リテ

ハ 80℃ 以下‐於テ加熱乾燥スルコトフ得

第六條 金唇塗料ノ塗布量ハ乾燥被 膜ノ重量二於テ l ηι2二 付次 ノ数値ヲ

標準 トス

( 60 )

塗   布   部   位名 稀

金

属

下

塗

々

料

第 ノL 條 第 項

第 十 條

第 十 二 條

座席i「1路及共附近

上 塗 々 料 ヲ 塗
布 ス ヘ キ 部 位 |

上記ヲ除キタル部位 |

第 十 三 條 第 二 項 ノ l

第九條第一項 第 +1:条  第十二條

第 十 三 條 第 二 項 ノ 6

乾燥皮膜ノ重量ク

2  5

2  5

3  5

2  0

2  5

2  0

5

塗

々

料

金
属
上

【備 考】 本表以外ノ條項二輩lス ル塗布量ハ共部位 ノ重量

度ヲ顧慮シ概ネ上記二準スルモノトス

第七條 笏布 ノ外表面ニハ透明「 ドープ」フ下塗シタル後友緑色「 ドープ」

ヲ4ン市スクレ疑
=ノ

トス

前項「 ドープ」ノ塗布量′ヽ雨考ヲ合シ物布 19′?2二 付キ 1。 3″ ヲ以

テ標準 トス

第八條 木材又ハ金属二列4布ヲ張 り外表面ヲ形成セラルヘキモノニ在 リテ

ハ第九條、第十條又ハ第十二條二依 り塗料ヲ施シ更二「 ドープ」隔離

塗料ヲ1同塗布シタル後物布ヲ張 り前條二依ル「 ドープ」ヲ塗布スル

モ ノ トス

第九條 胴機、禦、箕柱等ノ外界‐露出セル本部‐封シテハロ止メヲ施シ

タル後又ハ前‐於テ金属中塗 料々ヲ 1同乃至 2同塗布シ更二友緑色

金属上塗 料々ヲ 2回乃至 3同塗布スルモノトス

胴膿っ算等ノ内部二使用セル木部二封シテハ「セラツクワ‐ス」ヲ

2同以上塗布スルモノトス イ豊シ燃料油、滑油又ハ水等ノ附著スル虞

アル部位二封シテハ「セラツクワニス」ヲ 1同乃至 2回塗布シタル

後金属下塗 料々ヲ 1同乃至 2同塗布スルモノトス
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第 |^條 胴膿し箕等二使用セル蝕鋼製部品並りll材 、 FF軸 (軸瞥ヲ除 ク)鋼

管、張線等 ノクト安面ニハ金唇下塗々料 ヲ 2回乃至 3同全布シ外界 ‐

露出スル部位 二封 シテハ更二友緑色金露上塗々料ヲ 2回乃至 3回塗

布 スル モ ノ トス

第十一條 鋼管ノ内表面ニハ金属下塗 料々ヲ塗布スルモノトス 外氣 卜遮断

セラルヘキ鋼管 ノ内表面ニハ加工前金属下途 料々又ハ煮亜肺仁油ヲ塗

布スルモノトス 但シ熱間作業二依 り塗料ノ数カヲ失墜スヘキ胴腱礎

動機架等ノ鋼管内表面ニハ該作業維了後煮亜肺仁油ヲ塗施 スル モ ノ

トス

第十二條 「アル ミニウム」及軽合金二封 シテハ部品組立前 後二亙 リテ全表

面 二金属下塗々料フ 1回乃至 31可 全布シ外界二露出スル部位 二封 シ

テハ更二友維色金周上塗々料ヲ 2同乃至 3同塗布スルモノトス 但

シ「 マグネシゥム」今金ハ塗装前防錆虎理ヲ施シアルモノトス

第十三條 胴攪b箕、箕柱等‐シテ外界 二露出シ特 二千滑ヲ要 スル部位 ニハ

次 ノ各項 二依 り塗装スルモノトス

コ・ 刀そ布部 ノフ
|■滑塗装法ハ追テ定ム

2。 金局部 ノユ
l■滑塗装法ハ次 ノ標準二依ル

(α )金局下塗々料ヲ ]同乃至 2回塗布ス

(ろ )鋲著部及共他 ノ門部 ニハ飛行機塗料用「パテ」(以下「 パテ」ト

構 ス)ヲ 2回乃至 4回 ヲ以テ箆付ス

(θ )「 パテ」付部分フ砥石又ハ耐水紙鋸 ニテフI、研キヲ行 フ

(″ )金属中塗々料ヲ 1回乃至 2同全布 ノ、

(θ )1耐水紙鑢ヲ以テ水研キヲ行 フ

(ノ )金馬上塗々料ヲ 2同乃至 31可 途布ス

(′ )要 スレハ仕上研磨ヲ行 フ

【備 考】 塗装部中亀裂ヲ生スル腱アル部位ニハ第 2項「パテ」又

ハ金属下塗 料々ヲ以テ布類ヲ貼付スルコトフ得

∈ 62)

第十四傑 各種導管ハ端 本部及接績部 ノ外次 二示 ス色相 ノ金嬌上塗々料フ塗

イjス ルモヽノトス

]・ 燃 料 油 導 管     赤  色

2。 滑 油 導 管      黄  色

3.冷 却 ノlゝ 導 管     淡 藍 色

4.浩 人 器 用 導 管    白  色

5・ 屋 搾 本 氣 用 導 管   級  色

第十五條 鐵、鋼、鋼索類 ニシテ亜鈴、錫、「 ニツタル」等 ノ〔めつき〕又′ヽ

「 アル ミニウム」合金防 錆法甲b供鋼防針法乙及染煤 二依ル虎理サレ

タルモノ競軸臀、滑車ぅ11果 番、枢軸。「 ネヂ」部共他 ノ摩 擦部 ニハ塗

米゙トフ塗石∫セサルモノトス

第十六際 前諸際比 二特 二規定セル以外 ノ金属部ニハ重要度ヲ顧慮シ金属塗

料 フ塗布スルモノトス

第十七條 二火電池等 ノ酸 二侵サレ易キ部位二封シテハ本規定 ノ塗装 ヲ行 ヒ

タル後耐酸塗料ヲ塗布スルモノトス

第十八條 防人壁附近 ノ可燃性材質 ニハ本規定二依ル塗装ヲ行 ヒタル後耐火

塗料ヲ塗1布 スルモノトス

第十九條 棄行機 ノ標識ハ共部位 二使用セル塗料 卜同種 ノ塗料ヲ以テ標示ス

ルモノトス イ■シ演習共他 ノ篤臨時標識又ハ臨時迷彩ヲ要 スル場合ハ

飛行機用恨装塗料 ヲ使用スルモノトス

第 節  兵 器 用 脂 油 及 塗

料 ノ性 質 雄 用 途

(兵器保存要領 昭和 ]0年 4月 15日 版抜率)

第三十條 兵器保 fil用 脂油、塗料b染料及薬品竿ノ名櫓主要ナル用途及使用

E分左ノ如シ

((33 )



名

「ペ トロ ラ タ ム」

「 コ ー ル タ ー ル」

防   錆   脂

千f〕 用  途

防 錆 用

「 ス ピ ン ドル」油

「 ワ セ  リ ン」

「パ ラ フ セ リ ン」

f/v)'r-l-Ji'th

石

炭 酸「 ソ

ギ[ア ・隆「ソ

防 錆

防 擦

雨 川

防  腐

防 (殺 )

贔 月l

洗  族

(拭 浄 )

用

[=r)vE-tv)

鹸

ダ」

グ」

硫

71

揮

「 テ

「 ア

「 エ

「べ

酸

,1:h

磯   油

レ ビ ン」 力L

ル コ ー ル」

― テ ル」

ン ゾ ー ル」

「 クレオ ソー ト」油

錆 lL「ペイント」

上 塗 塗 料

「 ワ ス」

使   用]  E

永ク使用セサル鋼 (鐵 )部

分

永 ク使用セナル車輪輪帯、軌條ゝ鐵桁類

永 ク使用セサル鋼部 特 二脂油剥眈シ易

キ部分及目塗用

常 用品ノ

`:lii〕

部 ノ防錆用及「パラフセリ

ン」ヲ施シ難キ銃砲機開部、膝中b滑走

部注油孔等ノ防擦用膝中洗il条 用

鋼徴類、ノ防錆用、枢軸部t開節部、商部

「 ネヂ」部等 ノ摩擦部及脂油溜等 ノ防擦用

本材b竹製品等 ノ防腐、防贔用

木材 ノ防腐b防贔用 (主 トシテ地面二±11

波又ハ配置スヘキ木材 二使用ス)

一般。汚垢、1旨肪 ノ洗il条 用

塗料ノ剥腕、葉爽ノ洗燎

薬 爽 ノ 洗 族

鋼部本部‐附著セル汚垢、薔油及塗料錆

ノ除去用 倫石油、揮嚢油ハ雉 1ヽ査
ノ洗71条 用

「限鏡 ノ「 ガラス」面及精密器具 ノ拭浄用伺

「アルコール」″ヽ「セラツクワ‐ス」月]ト シ

テ「セラ｀`
'ク 」′溶剤拉冷却装置用水凍結

油 製 塗 料 ノ 創 |1兌 用

鋼微部 二
:Fゝ ケル各色「ペイン ト」ノ下塗用

金 嬌 又 ハ 木 部 ノ 上 塗 用

油性「 ワニス」ハ金鴫又本部塗布用「ア

ルコール」I性 Iワ
ニス1([セ ラツクワ‐ス1)

( 64 )

f r-i "f, tv,<4 y b )

生 亜 肺 仁 油

煮 亜 肺 仁 油

(「 ボ イ ル」 油)

生 (煮)ィ宅 油

ハ本部。金唇又ハ紙類塗布川「 テレビン」

性「 ヮ‐ス」ハ露天金腸部塗布用

金 腸 塗 布 用

肺も利|:lj。 板本b銃床、銃把、鋼索 ノ塗

・′■ 別 二「ペイント」ノ煉油又ハ媒溶

齊lト シテ使用ス

氣 球 用、防 水 布 用

本 部 及 金 局 ノ 塗 布

防水、防腐用又招合部 ノ黙検用

塗 米斗

「 ゴ   ム」  ,夜

漆

「 メ

次

一 」

用

第 三 節  危 険薬 品取 扱 要 領
/陸 軍 成 規 類 漿 第 3容 第 ]2類ヽ
k人 正 13年 12月 23日 陸普第 4802枕抜率ノ

第一條 危険薬品ノ取扱ハ別二規定シアルモノノ外本要領‐依ルヘシ

第二條 本要領二於テ危険薬品 卜稀スルハ爆衰性、食人性及易燃性物質ニ

シテ次‐揚クルモノヲ謂フ

10張 鍍 酸 類

2.自然二後人又ハ爆褒スルモノ

3. 衝撃二依 り爆嚢スルモノ

4.他物 卜混スル トキ′ヽ褒人シ又ハ爆人スルモノ

5.揮嚢性ヲ有シ引火シ易キモノ

6。 燃燒シ易キモノ

第二條 危険薬品ノ品種、容器及貯蔵法ハ附表ノ如シ 但シ所定以外ノ品

種 卜雖之二類スルモノハ危険薬品二準シテ取扱フモノトス

第四條 ～ 第八條    省  略

第九條 危険 薬品ヲ貯 蔵スヘキ倉庫ハ概ネ次 ノ要領二依 り建 造スルモノ
′

( 65 )



トス

1.建物′ヽ綿テ耐震、耐人、防株 構 造 トナシ軒高 47′ιフ標 準 lヽ シ床

二深サ 1,7ι ノ細砂ヲ盛 り床高ハ地格上 30御 以下 卜篤スヘシ

2.防暑ノ篤天丼ヲ設ケ屋根裏 ヨリ30如 以上ノ距離ヲ存セシムヘシ

屋根ハ石盤或ハ石綿板等ノ材料ヲ用ヒ不燃不導熱性‐シテ軽キヲ要

ス換氣窓ハ屋根二近ク壁ノ上部二之ヲ設ケ完全ナル防火扉ヲ附スヘ

シ共他特二窓ヲ設|ケ サルモノトス

3.[Il入 ロノ扉ハニ重 トシ外部ハ完全ナル防人扉 卜筋スヘシ

4。 倉庫内二隔壁ヲ設クル トキハ共構造ヲ川壁 卜同一ナラシメ室相互

間ノ開ロヲ設ケス各箇二出入口及換氣窓ヲ設クルモノトス

5。 屋根 ノ上部ニハ完全ナル避雷針ヲ設クヘシ

6.倉庫内‐照明用電燈ヲ要スル トキハ特二引込線 ノ被覆ヲ完全ナラ

シメ厚板確子壁内二完全二絶縁シテ設備シ[上共開囲器ニハ鍮ヲ附シ

之ヲ倉庫入日外側‐設クヘシ

第十條 ～ 第十四條    省  略

第 |ヽ五條 倉庫及格納所二於ケル危険薬品′ヽ共敷 ti:二 應シ附表ノ類別毎ニ

隔壁又ハ不燃質容器フ以テエニ離隔シテリ(14蔵 スヘシ 又篤シ得レハ

液證 卜田證 トニE分スヘシ

第十六條 倉庫又ハ格納所二於テハ左記各境 ノ事項ヲ確守スヘシ

1。 倉庫又ハ格納所ノ附近二於テハ特‐人氣二注意スルコト

2.倉庫又ハ格納所二出入スル際ハ携伴電燈ノ外衰人え′ヽ爆褒ヲ誘導

スヘキ物品ヲ携帯セサルコト

3。 貯蔵品ノ性質二従ヒ室内二於ケル温度、漁度、競.換氣等二注意ス

ル コ ト

4。 取扱主任者若ハ該主任者ノ許可シタル者ニアラサレハ倉庫又ハ格

納所二出入セシメサルコト

5。 危険薬品ノ取扱二際シテハ成ルヘク取扱主任者自ラ之ヲ監覗スル

(66)

コ ト

6。 梱包又ハ開梱ハ倉庫内‐於テ行ハサルコト

7。  前各琥ノ外危害豫防‐開シ必要ナル注意ヲナスコト

第 卜七條 危険薬品ヲ格納スル倉庫又ハ格納所ノ附近ニハ浩人用細砂及之カ

運搬二必要ナル容器ヲ準備スヘシ

第十八條 慶棄スヘキ危険薬品ハ全ク危険ナキコトフ確認スルニ非サレハ妄

二之ヲ投棄スヘカラス

第十九條 危険薬品ヲ梱包泣運搬スル トキハ左ノ各項ヲ厳守スヘシ

1・ 容器破損ノ有無 瓶b栓 .嵌著ノ状況ヲ精査シ荷造 リノ際此等ノ

故障ヲ惹起セシメサルコト

2. 危害ヲ生スル虞レアル物品 卜混載セサルコト

3. 大氣二注意スルコト

4。 牛馬車ニテ運搬スル場合二有 リテハ牛馬取付ノ儘横載卸下ヲ篤サ

サル コ ト
′

5。 薬品ノ種類二依 り日光 ノ直射又′ヽ雨水ノ滲透セサル如ク適営ナル

被覆ヲナシ摩擦.`重J動、墜落等ノ虞ナカラシムコト

附  表

無 水 硫 酸

融閉「 ガラス」管詰 ト

霜シ砂 ヲ盛 リタル「 ブ

リキ」罐 二格納ス

共同磁製甕又ハ確子瓶

詰 卜鶯 シ共 栓 田部ハ

「ギプス」ニテ覆 帽 ヲ

施 スヘシ

「 プ リキ」罐 ハ防 錆剤

ヲ塗 リテ砂中二埋没ス

ヘシ

確床又ハ棚 二格納シ各

容器 ノ高サ三分 ノニニ

至ル迄砂中‐埋浚スヘ

シ

酸

酸

酸

酸

酸

酸

硫

　

硫

砧

　

備

煙

　

製

煙

　

製

褒

硫

粗

嚢

確

粗
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第 類 第 類 省  略

本表ハ倉庫二格納スル危険薬品ノ容器及貯蔵法ヲ規定セルモ

ノナリ 格納所二在 リテハ必要 ノ程度二應シ之二準スルモノト

ス

【備 考】「ベンゾール」ハ稀繹剤 トシ用途廣キモ其揮磯「ガス」ヲ吸

入セハ人骰二有害ナリ ЁIJチ 白血球ヲ減少セシメ抵抗カヲ薄蒻ナラ

シム 徒ツテ廉債ナルモ餘 り面白カラサル原料 トス

第 四 節 検 査 法

/昭和 9年 4月  1堕軍航室器材採用槍査法案ヽ
第ヽ 7節 塗装、鍍金共 他 表 面 虎理 抜 本ノ

第
まえ,

′I'ソヽ 般

二第一條 部品ノ塗粧、鍍金共他 ノ表面虎理ノ検査ハー般二下記二匠分ス

I・ 表 面 清 浄 槍 杏

2.作 業 検 査

3.表 面 仕 上 検 査

第二條 表面清浄検・査二於テハ部品ノ表面二於ケル以前ノ塗料、油脂及錆

等ノ除去二就キテ検ス

第三條 表面ノ清浄作業ハ概 ネ紙 鑢、仕上、「バフ」仕上又ハ「サンドブ

ラスト」等二依ルフ通常 トス 酸清浄ヲ行ヒタル場合ニハ水洗後更ニ

「 ソーダ」溶液‐テ洗ヒ再ビ水洗71条 ヲ行 フヲ要ス

第四條 作業検査二於テハ塗料ノ色相濃度、塗抹同敷及使用溶液 ノ温度濃

度,電堅等二就キ検ス

リ五條 表面仕上検査 二於テハ仕上ノ良否、被膜ノ均一性及作業数果ノ良

否等二就キ検 ス

薔六條 部品ノ塗装、鍍金共他表面虎理ヲ行 フ場合必要ヲ認メタル トキハ

使用塗料。溶液泣‐部品完成後被膜ニツキ共程度二應シ各種 ノ理化學

的試験ヲ行フ・

第七條
'「

アルミニウム」合金「マグネシウム」合 金ノ如ク腐蝕ノ恐レア

ル製品ハ適営ナル表面防錆庭理ヲ施シアルヲ要ス

・
第八條 熔接二依ル鋼管ノ内部ハ其雨端‐近ク小孔ヲ穿チ (雨端ヲ鋲著ス

ルモノハ鋲著前)掃氏 100度 ノ加熱亜肺仁油ヲ毎千方糎約 0.3琺 ノ

。        ( 69 )

第

「 ネヂ」蓋附鐵板製罐

又ハ「 ガラス」瓶詰 ト

篤 シ「 ネヂ」蓋 ニハ

「パツキング」ヲ入 レ

テ螺定シ「 コロデウム」

ヲ塗ルヘシ

瓶栓ハ磨合セノ良好ナ

ルモノヲ用ヒ栓塞後外

部 ヲ膠液 ‐テ固封シ更
二覆帽 ヲ施 スヘシ 又

揮嚢性張キモノハ融閉

確子瓶管詰 卜篤 スヘシ

類

容器 ノ大小 二随 ヒ砂床

或ハ棚 二配列シ篤シ得

レハ容器 ヲ砂中‐浚ス

ヘシ 罐 ノ外部ハ防錆

剤 ヲ塗ルヘシ

硫  化  炭  素

「 エ ー テ ル」

「 コ ロ ヂ ウ ム」

「ア ル コ ー ル」

「 メチールアル コール」

「 ア  セ  ト  ン」

亜 確 酸「 ア ミー ル」

酷 酸「 ェ ー テ ル」

「べ: ン ゾ ー ル」

「 キ シ ロ ー ル」

「 ト ル オ ー ル」

石 油「ベ ン デ ン」

石 油 「 エ ー テ ル」

「 ガ  ソ  リ  ン」

「 リ  グ  ロ イ ン」

「 テ レ ビ ン」 油

樟    I饉    油

樟    I闘    精

「 エ ー テ ル」 精

「 セ ル  ロ イ ド」

樟        1闘
硫        黄

内外面二燒漆ヲ施シタ

ル「 ブリキ」罐、二入レ

テ密閉シ又ハ確子瓶ニ

容ルヘシ

容器 ノ大小 二随 ヒ棚又

ハ砂床上‐配列シ各容

器 ノ高サ三分 ノニニ至

ル迄砂中‐混スヘシ

備
　
考
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堅カニテ注入シ全内面二塗布スル如クス 油ヲ流出セシメタル後ハ小

孔ヲ閉塞シ置クフ要ス

第 二 款  塗   装

第九條 塗装′ヽ其種類 =依 り素地 ヲ十分乾燥 シタル後温度、1黒度等適営 ニ

調節セランタル室内ニリ
lテ
テゝ費施スルヲ要 ス

第十際 塗装作業ハ通常塗抹後之力完全乾燥 シタル後 ニア ラサレハ次 ノ塗

抹 ヲ行ハサルモノトス

第十一際 塗装仕上面ハ塗斑、氣泡「 ボケ」等 ノ快陥ナク塗膜均一 ニシテ表

面千滑ナルフ要 ス

第十二條 「 ワニス」「 エナメル」等二依ル塗装仕上ハ特 二規定シアルモ ノノ

外通常素地 ノ紙鑢磨キb著色、日止、下塗、中塗、仕上塗等 ノ標準 ニ

依 り貴施セラレアルヲ要 ス

第十三條 「 エナメル」二依ル燒 付塗装ハ概 ネ下記要 領 二依 り貴施セ ランア

ル ヲ要 ス

1・ 地塗作業後表面ヲ研磨清浄ス

2.第一回下塗「 ェナメル」燒付作業ヲ温度掃氏 ]20度乃至 150度

ノ燎中二於テ行ヒ更二表面ヲ研磨ス

3.第二回上塗作業ヲ前項同様二貴施シ乾燥研磨仕上ヲ行 フ

第 三 款  鍍   金 (省 略)

第 四 款  其 他 ノ表 面 虎 理

第二十三條 「アルミニウム」合金ニシテ陽極酸化法ヲ施ス部品ハ作〕it前「べ

ンブール」等ニテ表面ノ塗料、脂油等ヲ除去シタル後浸漬前更二湯ニ

(70)     。

テ洗,1条 スルフ要ス

第二十四條 「アルミニウム」合金 ノ陽極酸化溶液ハ蒸溜水二無水「 クロム」

酸 9%ヲ 溶解セルモノヲ原則 トシ液ハ千吏用中ノ濃 度量化二應シ適営

‐稀澤スルヲ要ス 溶液 ノ朧化「ナ トリウム」含有量 0。 02%以上 ト

ナリタル場合ハ曖却スルモノトス

第二 十五條 「アルミニウム」合金 |∫易極酸化用陰極炭素板ハ純良ナルモノタ

ルヲ要シ又炭素板ノ面積ハ同時 二虎理スル物品 ′総面積 ヨリ小ナラサ

ルフ要ス

第二十六條 陽極酸化法ヲ施セルモノハ洗
'1条

乾燥後直二塗料ヲ施スヲ要ス

第二十七條 陽極酸化法液 ノ温度′、36・θ～44°θ 二保チ各部温度均一ナル如

ク攪拌スルフ要ス 電流密度ハー般二虎理スヘキ部品ノ毎千方米32～

42「アンペア」 トス 電堅愛化ハ下同ニヨルフ標準 トス

/
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・
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第二十八條 「パーカライジング」及「 ボンデライ ト」虎 理 二於テハ共目的

ノ篤二製造所力販賣セル指定 ノモノヲ使用スルモノトス

第二十九條 「パーカライジング」及「 ボンデライト」庭 理 二於テハ件〕平童前
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¬

部品 ′表面 ヨリ「 スケール」油脂叉′ヽ錆等フ下記要領 ‐ヨリ除去 スル

フ曇懇ス

lo「 サンドブラスト」法 ニヨリ表面 ブ清浄ナラシム

2。 苛性「 ソーダ」(3%)溶液ニテ油脂ヲ除キ更二稀硫酸 (6%)溶

液 1立‐ 1。 5瓦 ノ重亜硫酸「 ソーダ」ヲ加ヘタルモノフ以テ錆ヲ除

クフ要ス 但シ機械仕上部品表面 ノ油脂ヲ除去スル‐ハ「 ガソリン」

ニヨルヲ要ス

第二十條 「パーカライジング」及「ボンデライト」虎理二於ケル溶 液 ノ濃

度ハ製造所力指定シタル規定濃度 トス 之力篤使用前又ハ必要二應シ

濃度ヲ検ス

第二十一條 「パーカライジング」及「 ボンデライト」溶液「 タンク」ハ均

一二周ロヨリ加熱セラルル装置 トシ作業中溶液ノ温度ハ 96°θ～99°θ

二保持スルフ要ス

第二十二條 「パーカライジング」及「ボンデライト」虎理 ノ作業中部 品表

面力泡起状態間ハ取出ササルモノトス

第二十三條 「パーカライジング」作業維了後ハ部品ヲ洗:1染乾燥シタル後「パ

ーコラツク」塗料共他適営ナル防錆油ヲ塗布スルフ通常 トス

第二十四條 「ボンデライト」作業後ハ部品フ洗:1条乾燥シタル後 適営ナル塗

装 ヲ行 フモ ノ トス

第二十五條 省  略

第二十六條 錆染染煤′ヽ色相適営各部概 ネ等齊ニシテ著色確費ナルヲ要ス

塗 装 工 術 教 程 維
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